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は
じ
め
に

　

本
稿
は
、
江
戸
新
吉
原
が
作
成
し
た
「
規
定
証
文
」（
以
下
、「
規
定（

１
）」）

の

改
正
を
め
ぐ
る
幕
府
内
の
評
議
を
分
析
し
、寛
政
期
に
成
立
し
た
「
規
定
」
が
、

幕
末
ま
で
用
い
ら
れ
た
背
景
に
つ
い
て
検
討
す
る
も
の
で
あ
る
。

　
「
規
定
証
文
」
に
つ
い
て
先
駆
的
研
究
を
行
っ
た
の
が
、
石
井
良
助
で
あ
る（

２
）。

石
井
は
、
寛
政
七
年
（
一
七
九
五
）・
弘
化
二
年
（
一
八
四
五
）・
嘉
永
六
年

（
一
八
五
三
）
と
三
種
の
「
規
定
」（
以
下
、「
寛
政
規
定
」・「
弘
化
規
定
」・「
嘉

永
規
定
」）
の
存
在
を
示
し
た
。
そ
の
う
え
で
、
町
奉
行
所
の
認
可
を
得
て
施

行
さ
れ
た
「
規
定
」
は
「
寛
政
規
定
」
の
み
で
あ
る
と
し
た
。

　

た
だ
し
、「
弘
化
規
定
」・「
嘉
永
規
定
」
に
つ
い
て
は
、幕
府
が
両
時
期
の
「
規

定
」
を
認
可
し
た
の
か
否
か
を
確
定
し
て
い
な
い
ほ
か
、
弘
化
二
年
・
嘉
永
六

年
の
両
時
期
に
至
っ
て
「
規
定
」
を
改
正
す
る
動
き
が
出
て
き
た
背
景
に
つ
い

て
も
分
析
し
て
い
な
い
。
新
吉
原
が
、
幕
府
政
策
上
も
重
要
な
位
置
を
占
め
た

こ
と
は
、
藤
田
覚
を
始
め
と
し
た
研
究
史
よ
り
明
ら
か
で
あ
る（

３
）。

さ
ら
に
、「
規

定
」
の
改
正
に
際
し
て
、新
吉
原
・
町
奉
行
所
間
で
何
ら
か
の
や
り
と
り
が
あ
っ

た
は
ず
だ
が
、
石
井
を
含
め
て
、
こ
れ
ま
で
に
「
規
定
」
を
用
い
た
研
究
は
幕

府
の
遊
所
政
策
・
遊
所
認
識
と
い
う
視
点
を
欠
い
て
お
り
、
こ
の
史
料
が
持
つ

歴
史
的
意
義
を
必
ず
し
も
十
全
に
は
把
握
し
て
こ
な
か
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ

る
。

　

以
上
よ
り
、
本
稿
で
は
、「
規
定
」
改
正
を
め
ぐ
る
幕
府
内
の
評
議
の
分
析

や
三
種
「
規
定
」
の
比
較
を
通
じ
て
、「
寛
政
規
定
」
が
一
貫
し
て
用
い
ら
れ

た
背
景
に
つ
い
て
検
討
す
る
。

第
一
章
　「
寛
政
規
定
」
改
正
を
め
ぐ
る
幕
府
内
の
評
議

⑴
「
寛
政
規
定
」
の
概
要

　

寛
政
七
年
（
一
七
九
五
）
に
制
定
さ
れ
た
「
寛
政
規
定
」
は
、
新
吉
原
の
遊

女
屋
が
同
所
の
秩
序
を
維
持
す
る
た
め
に
作
成
し
た
規
定
集
で
あ
る（

４
）。

曽
根
ひ

ろ
み
に
よ
れ
ば
、
こ
れ
以
前
に
は
ま
と
ま
っ
た
規
定
集
が
存
在
せ
ず
、
個
々
の

事
柄
に
応
じ
て
随
時
制
定
さ
れ
て
い
た
と
い
う（

５
）。

　

ま
た
、「
寛
政
規
定
」
は
写
本
が
い
く
つ
も
存
在
し
て
い
る
こ
と
が
特
徴
で

あ
る
。
例
え
ば
、「
寛
政
規
定
」
の
分
析
に
際
し
て
、
石
井
良
助
は
東
京
大
学

総
合
図
書
館
所
蔵
の
『
新
吉
原
取
極
書
』
を
底
本
と
し
、
塚
田
孝
や
曽
根
ひ
ろ

み
は
国
立
国
会
図
書
館
所
蔵
の
『
寛
政
・
享
和
撰
要
類
集　

芝
居
、
吉
原
、
穢

多
、
非
人　

三
』
の
う
ち
「
新
吉
原
町
遊
女
屋
規
定
証
文
」
を
底
本
と
し
た（

６
）。

前
者
は
何
者
か
が
個
人
的
に
作
成
し
た
筆
写
物
で
、
後
者
は
町
奉
行
所
の
役
人

が
執
務
の
便
宜
を
図
る
た
め
に
作
成
し
た
先
例
集
で
あ
る
。
こ
れ
以
外
に
も
、

例
え
ば
、
早
稲
田
大
学
図
書
館
に
は
『
新
吉
原
規
定
証
文
』
が
所
蔵
さ
れ
て
お

り
、
水
戸
藩
士
で
あ
っ
た
内
藤
耻
叟
〔
一
八
二
七

－

一
九
〇
三
年
〕
の
蔵
書
印

を
確
認
で
き
る（

７
）。

そ
こ
に
は
、「
寛
政
年
中
町
入
用
減
少
ニ
付　

新
吉
原
遊
女

町
規
定
証
文
写
」
と
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
寛
政
期
に
町
法
改
正
を
検
討

し
た
幕
府
も
し
く
は
、
そ
の
影
響
を
受
け
る
町
側
で
作
成
さ
れ
た
写
本
の
い
ず

れ
か
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、「
寛
政
規
定
」
の
写
本
に
は
、
何

者
か
が
個
人
的
に
作
成
し
た
物
、
幕
府
の
役
所
で
作
成
し
た
物
、
町
が
作
成
し

た
可
能
性
の
あ
る
物
な
ど
様
々
な
系
統
が
存
在
す
る
の
で
あ
る
。
各
写
本
の
作

成
お
よ
び
所
蔵
に
至
っ
た
経
緯
に
つ
い
て
は
後
々
考
え
て
い
く
こ
と
と
し
た

新
吉
原
「
規
定
証
文
」
か
ら
み
る
江
戸
幕
府
の
遊
所
政
策

関　

千
賀
子
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い
。

　
「
寛
政
規
定
」
は
全
八
一
条
か
ら
成
る（

８
）。

塚
田
孝
は
、
そ
れ
ら
を
①
遊
女
屋

仲
間
と
遊
女
の
存
在
形
態
、②
遊
女
屋
仲
間
が
従
属
的
に
編
成
し
て
い
る
部
分
、

③
名
主
の
役
割
、
④
町
制
機
構
の
四
つ
に
大
別
し
た（

９
）。

曽
根
ひ
ろ
み
は
、
塚
田

の
言
う
「
寛
政
規
定
」
制
定
当
時
の
遊
女
屋
仲
間
組
織
と
町
政
が
分
離
し
き
ら

な
い
状
況
を
踏
ま
え
つ
つ
、「
町
全
体
で
守
る
べ
き
規
範
で
あ
る
と
い
う
ベ
ー

ル
の
下
に
、
遊
女
屋
の
利
益
・
意
志
が
貫
徹
し
て
い
た
」
と
指
摘
し
た（

（1
（

。

　

弘
化
・
嘉
永
両
時
期
の
「
規
定
」
は
石
井
の
示
し
た
物
が
唯
一
で
あ
る
。
石

井
に
よ
れ
ば
、「
寛
政
規
定
」
に
加
除
修
正
を
施
し
た
も
の
が
「
弘
化
規
定
」・「
嘉

永
規
定
」
で
あ
る（

（1
（

。

　

こ
れ
ら
三
種
の
「
規
定
」
に
お
け
る
法
文
上
の
変
化
を
表
１
に
整
理
し
た
。

比
較
の
基
準
と
す
る
「
寛
政
規
定
」
に
つ
い
て
は
各
箇
条
の
要
旨
、「
弘
化
規
定
」

に
つ
い
て
は
「
寛
政
規
定
」
と
同
内
容
の
箇
条
番
号
と
加
除
修
正
の
有
無
、「
嘉

永
規
定
」
に
つ
い
て
は
朱
書
に
よ
る
加
筆
の
有
無
を
記
し
て
い
る
。

　

概
観
す
る
と
、弘
化
二
年
（
一
八
四
五
）
正
月
に
作
成
さ
れ
た
「
弘
化
規
定
」

で
は
「
寛
政
規
定
」
の
多
く
に
加
除
修
正
を
施
し
て
お
り
、
箇
条
自
体
の
消
失

も
あ
っ
て
全
七
八
条
と
数
を
減
じ
て
い
る
。
ま
た
、
嘉
永
六
年
（
一
八
五
三
）

五
月
に
作
成
さ
れ
た
「
嘉
永
規
定
」
は
「
寛
政
規
定
」
に
朱
書
で
加
筆
を
施
し

て
お
り
、
新
吉
原
か
ら
町
奉
行
所
に
宛
て
た
願
書
の
性
質
を
帯
び
て
い
る（

（1
（

。
加

筆
箇
所
は
、
必
ず
し
も
「
弘
化
規
定
」
で
加
除
修
正
が
あ
っ
た
箇
所
と
一
致
し

な
い
。
こ
れ
ら
は
「
寛
政
規
定
」
を
制
定
し
て
以
降
、
二
種
の
「
規
定
」
作
成

を
め
ぐ
る
新
吉
原
の
状
況
に
何
ら
か
の
変
化
が
生
じ
て
い
た
こ
と
を
示
唆
す

る
。

⑵
「
弘
化
規
定
」
認
可
の
有
無

　

本
節
で
は
、
三
種
「
規
定
」
の
間
に
位
置
す
る
「
弘
化
規
定
」
が
、
町
奉
行

所
の
認
可
を
受
け
た
か
否
か
に
つ
い
て
検
討
す
る
。
次
の
史
料
は
、
嘉
永
元
年

（
一
八
四
八
）
十
二
月（

（1
（

に
、
南
町
奉
行
遠
山
左
衛
門
尉
景
元
か
ら
北
町
奉
行
牧

野
駿
河
守
成
綱
へ
「
寛
政
規
定
」
改
正
の
是
非
に
つ
い
て
掛
け
合
っ
た
際
の
文

書
で
あ
る（

（1
（

。

新
吉
原
町
規
定
証
文
之
儀
、
先
般
仲
間
組
合
停
止
被
仰
出
、
其
後
先
前
之

侭
差
置
候
而
者
不
都
合
之
廉
も
有
之
候
ニ
付
、
相
改
度
旨
ニ
而
、
夫
々
引

直
し
、
又
者
追
加
致
し
、
鳥
居
甲
斐
先
勤
之
節
、
右
町
名
主
共
ゟ
伺
出
、

跡
部
能
登
守
同
様
之
節
、取
調
之
上
弥
差
支
無
之
哉
之
旨
再
應
相
糺
候
処
、

右
様
相
成
候
得
者
一
同
難
有
承
伏
致
し
候
儀
之
旨
、
名
主
共
ゟ
受
書
も
差

出
候
間
、
右
相
改
候
規
定
書
案
之
趣
承
届
可
申
旨
、
御
先
役
鍋
嶋
内
匠
頭

江
先
役
ゟ
及
相
談
候
処
、
存
寄
無
之
趣
ニ
付
、
右
之
段
申
渡
候
処
、
遊
女

屋
共
儀
者
連
判
致
し
候
得
共
、
茶
屋
共
等
者
巨
細
ニ
渉
迷
惑
致
し
候
由
ニ

而
連
印
相
拒
候
も
の
多
人
数
有
之
候
哉
ニ
而
、不
穏
筋
ニ
も
相
聞
候
ニ
付
、

尚
再
考
中
、
同
人
御
役
替
相
成
、
拙
者
当
御
役
成
後
、
組
市
中
取
締
掛
之

も
の
ゟ
右
訳
合
申
聞
候
間
、
一
覧
勘
弁
致
し
候
処
、
一㋑

体
右
寛
政
度
仲
間

自
法
同
様
之
儀
、
於
奉
行
所
承
置
候
も
徒
法
之
儀
而
已
ニ
而
、
相
当
之
儀

与
も
不
相
聞
候
処
、
尚
又
伺
出
候
迚
、
品
々
引
直
し
、
又
者
追
加
之
廉
等

相
立
正㋺

民
同
様
ニ
論
し
規
定
相
立
候
も
、
何
分
情
態
を
不
解
儀
ニ
而
、
都

而
倫
理
ニ
お
い
て
ハ
遊
民
ニ
候
迚
可
異
筋
ハ
無
之
候
得
共
、
渠
等
か
渡
世

筋
ニ
お
い
て
ハ
更
ニ
別
格
之
事
柄
ニ
候
処
、
其
差
別
な
く
普
通
之
商
法
者

共
ニ
附
会
致
し
規
則
を
相
立
候
得
共
、
素
ゟ
不
成
を
強
ひ
候
訳
ニ
而
、
其

上
新
規
定
承
置
候
得
者
、
猶
更
蛇
足
を
添
候
様
な
る
も
の
ニ
而
、
決㋩

着
之

所
ハ
不
取
用
方
ニ
有
之
候
得
共
、
先
兎
角
な
く
浮
置
可
申
旨
、
伊
勢
守
殿

江
申
上
、
新
古
規
定
書
御
目
ニ
掛
ヶ
置
申
候
処
、
其㊁

後
右
町
々
之
も
の
共
、

新
規
定
書
奉
行
所
江
伺
出
置
候
侭
ニ
相
成
居
候
間
、
諸
事
新
古
之
規
定

区
々
心
得
居
、
却
而
相
混
差
支
候
儀
有
之
候
間
、
何
与
歟
差
図
可
及
場
合

ニ
候
得
共
、
素
ゟ
不
都
合
之
事
多
、
惣
而
御
制
禁
筋
之
儀
ハ
申
迄
も
無
之
、

其
餘
娼
家
之
規
定
を
官
府
ニ
而
議
し
可
立
遣
筋
も
無
之
間
、
奉
行
所
ニ
而
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者
沙
汰
不
及
、
惣
而
相
対
ニ
而
申
合
置
候
様
申
渡
下
ヶ
遣
候
方
相
当
可
然

与
も
存
候
（
後
略
）

　

史
料
の
内
容
は
、
以
下
の
通
り
で
あ
る
。
南
町
奉
行
鳥
居
甲
斐
守
耀
蔵
の
在

職
中
、
新
吉
原
町
名
主
ら
は
、
株
仲
間
解
散
に
よ
る
仲
間
組
合
の
停
止
に
よ
っ

て
不
都
合
が
生
じ
た
こ
と
か
ら
、「
寛
政
規
定
」
の
改
正
を
求
め
た
。
南
町
奉

行
跡
部
能
登
守
良
弼
の
在
職
中
、
改
正
に
伴
う
支
障
の
有
無
に
つ
い
て
再
び
新

吉
原
へ
確
認
し
た
と
こ
ろ
異
論
は
な
か
っ
た
。
弘
化
元
年
（
一
八
四
四
）
十
二

月
二
十
六
日（

（1
（

、「
寛
政
規
定
」
改
正
の
承
諾
に
つ
い
て
、
遠
山
の
前
任
で
あ
る

跡
部
か
ら
牧
野
の
前
任
で
あ
る
鍋
島
内
匠
頭
直
孝
へ
相
談
す
る
と
、
翌
月（

（1
（

、
異

存
は
無
い
と
返
答
が
あ
っ
た
。
そ
れ
に
つ
い
て
、
跡
部
か
ら
新
吉
原
町
名
主
へ

申
し
渡
す
と
、
茶
屋
な
ど
が
「
規
定
」
に
迷
惑
し
て
連
印
を
拒
む
の
で
は
な
い

か
と
不
穏
な
話
を
聞
い
た
。
再
考
し
て
い
た
と
こ
ろ
、弘
化
二
年
（
一
八
四
五
）

三
月
、
跡
部
に
代
わ
っ
て
遠
山
が
南
町
奉
行
に
就
任
し
た
。

　

一
連
の
経
緯
を
聞
い
た
遠
山
は
、
老
中
阿
部
伊
勢
守
正
弘
へ
次
の
内
容
を
上

申
し
た
。
㋑
改
正
「
規
定
」（「
右
相
改
候
規
定
書
案
之
趣
」）
は
、
寛
政
期
に

遊
女
屋
仲
間
が
自
ら
決
め
た
法
、
す
な
わ
ち
、「
寛
政
規
定
」
と
同
様
で
、
町

奉
行
所
で
認
可
（「
承
置
」）
し
て
も
結
局
は
無
益
な
法
と
な
る
。
㋺
一
般
の
者

と
同
様
に
論
じ
て
「
規
定
」
を
設
け
よ
う
に
も
、
遊
女
屋
は
一
般
の
者
の
あ
り

さ
ま
を
理
解
し
て
お
ら
ず
、
倫
理
に
つ
い
て
は
遊
民
で
あ
っ
て
も
一
般
の
者
と

異
な
ら
な
い
だ
ろ
う
が
、
遊
女
屋
の
よ
う
な
渡
世
筋
に
お
い
て
は
特
殊
な
事
柄

で
あ
る
。
一
般
の
者
と
区
別
を
せ
ず
に
普
通
の
商
法
を
用
い
る
者
と
同
様
に
規

則
を
設
け
る
こ
と
は
、元
々
無
理
を
強
い
て
い
る
。
㋩
よ
っ
て
新
規
の
「
規
定
」

は
採
用
し
な
い
が
、
一
先
ず
は
保
留
す
べ
き
で
あ
る（

（1
（

。

　

以
上
の
経
緯
を
踏
ま
え
て
、
遠
山
か
ら
牧
野
へ
次
の
内
容
を
相
談
し
た
。
㊁

そ
の
後
、
本
件
が
現
在
ま
で
手
つ
か
ず
の
状
態
に
あ
る
た
め
、
新
吉
原
の
者
が

新
旧
の
「
規
定
」
を
混
同
し
な
い
よ
う
に
何
か
し
ら
を
指
図
す
べ
き
で
あ
る
。

し
か
し
、
町
奉
行
所
で
「
規
定
」
を
決
め
る
こ
と
は
、
㋑
・
㋺
の
よ
う
に
元
々

不
都
合
が
多
い
ほ
か
遊
女
屋
の
「
規
定
」
ま
で
役
所
で
評
議
す
る
必
要
は
な
い
。

よ
っ
て
、
新
吉
原
の
者
が
相
対
で
決
め
る
よ
う
に
指
示
す
べ
き
で
あ
る
。

　

つ
ま
り
、
遠
山
は
、
遊
女
屋
の
よ
う
な
渡
世
筋
で
は
「
規
定
」
を
順
守
で
き

な
い
と
い
う
考
え
の
下
で
、
改
正
「
規
定
」
に
町
奉
行
所
の
認
可
を
与
え
て
も

「
寛
政
規
定
」
と
同
様
に
無
益
で
あ
る
こ
と
、
そ
も
そ
も
遊
女
屋
の
「
規
定
」

に
役
所
が
関
与
す
る
必
要
は
な
い
こ
と
、以
上
を
理
由
に
町
奉
行
所
が
新
規「
規

定
」
に
対
応
す
べ
き
で
は
な
い
と
主
張
し
た
の
で
あ
る
。

　

嘉
永
二
年
（
一
八
四
九
）
正
月
二
十
日
、
牧
野
が
「
何
之
存
寄
無
御
座
候
」

と
遠
山
の
考
え
に
異
存
は
な
い
と
返
答
し
、
同
年
正
月
二
十
三
日
、
町
奉
行
所

か
ら
新
吉
原
町
名
主
へ
、
従
来
通
り
に
「
寛
政
規
定
」
を
用
い
る
こ
と
を
指
示

し
た（

（1
（

。
同
日
、
同
町
名
主
ら
は
請
書
を
提
出
し
て
い
る（

（1
（

。

　

弘
化
元
年
に
お
け
る
「
寛
政
規
定
」
の
改
正
願
い
は
、
返
事
が
保
留
さ
れ
た

状
態
で
嘉
永
元
年
十
二
月
に
至
り
、
最
終
的
に
町
奉
行
所
は
不
関
与
の
姿
勢
を

示
し
た
。
つ
ま
り
、「
弘
化
規
定
」
は
町
奉
行
所
に
よ
る
公
的
な
認
可
を
受
け

な
か
っ
た
と
結
論
づ
け
ら
れ
る
。

第
二
章
　
嘉
永
期
幕
府
内
の
評
議

⑴
嘉
永
五
年
幕
府
内
の
評
議

　

嘉
永
五
年
（
一
八
五
二
）
十
月
、
町
奉
行
池
田
播
磨
守
頼
方
は
、「
市
中
取

締
筋
其
外
之
儀
ニ
付
取
調
申
上
候
書
付
」（
以
下
、「
嘉
永
五
年
十
月
上
申
書
」）

と
し
て
一
六
条
か
ら
成
る
調
査
書
を
老
中
阿
部
伊
勢
守
正
弘
へ
上
申
し
た（

（2
（

。
本

調
査
書
は
、
い
ず
れ
の
項
目
に
も
「
再
風
聞
之
趣
」
を
付
記
し
て
お
り
、
数
度

に
わ
た
る
調
査
の
内
容
を
反
映
し
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
要
旨
を
表
２
に
ま
と

め
た
。
そ
こ
で
は
、江
戸
市
中
に
お
け
る
天
保
改
革
後
の
風
俗
や
景
気
の
状
況
、

嘉
永
四
年
（
一
八
五
一
）
三
月
の
諸
問
屋
再
興
後
の
物
価
を
め
ぐ
る
状
況
に
つ

い
て
報
告
し
て
い
る
。
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表１

№ a.「寛政規定」 b.「弘化規定」 c.「嘉永規定」
1 遊女屋名題の有無と遊女の抱え方について 〇１
2 切支丹宗門・博打・諸勝負の調査について 53
3 客の長居について 〇4 ○
4 客の腰の物について 5
5 客の名前の記録について 〇6
6 不審者の留置・報告について 54
7 御尋者調査について 〇55 ○
8 店廻による御尋者調査・町方御用筋について 〇56 ○
9 中之町通りの火の元取締りについて 57
10 自身番屋の詰め方について 58
11 中之町通りの茶屋店役による巡回について 48
12 東堀際・西堀際通りの木戸の取扱いについて 59
13 火の用心について 60
14 遊女屋家内の不寝番について 37
15 火消人足の手当について 61 ○
16 燈篭見物群衆時の抱人足・駆付人足の手当について 〇62
17 抱人足・駆付人足の給分衣類ほか諸入用の負担について 〇63
18 抱人足・駆付人足による遊女屋や茶屋への立入りについて 〇63

19 火消人足に対する衣類の渡し方・冬春風烈時抱人足の自身番の詰め方
について

〇64

20 田町龍泉寺町近辺で出火のうえ新吉原が風下だった場合の火消人足の
取扱い方・新吉原で出火した場合の最寄り町火消人足の駆付けについて

〇65

21 出火時の遊女屋と茶屋の抱人足・新吉原最寄り町々駕籠入口の者の取
扱い方について

〇38

22 出火時の遊女の避難方法について 〇39 ○
23 諸御触について 66
24 人別調査について 〇2・3 ○
25 浅草筋新吉原町裏通りに御成の際の取扱い方について 67
26 自身番の勤め方について 〇68
27 大門口番人の勤め方について 〇69 ○
28 喧嘩口論が発生した場合の対応について 70
29 隠売女の調査・出訴・引取り方について 〇40 ○
30 年季明け前の売女の引受人に関する調査について 41
31 遊女を抱える際の調査・年季・女衒の取扱い方について 〇13 ○
32 口入渡世の者の取扱い方について 〇14・15
33 病気の遊女の取扱い方について 〇16 ○
34 遊女が別荘で養生する際の取扱い方について 〇18
35 遊女の衣類について 19
36 禿の衣類について 20
37 夜具について 21 ○
38 遊女の髪飾りについて 〇22 ○
39 家作について 〇24
40 屋根について 25
41 新吉原の囲いほか目隠し板について 26
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42 遊女の身揚げについて 〇27 ○
43 遊女から抱人足への仕着・下男下女への御節句心付けについて 35
44 遊女年季中の諸入用の取扱い方について 28 ○
45 年季明けの遊女の取扱い方について 17
46 遊女屋における客の預かり物について 8
47 蔵替について 〇29
48 客廻し男が引受けた揚代金に滞納があった場合の出訴について ― ○
49 新造出しの際の遊女衣類・付金・下男下女仕着の取扱い方について 〇30
50 他の遊女屋へ行った馴染みの客に対する嫌がらせについて 〇31
51 茶屋船宿らへの引手銭・音信について 〇12 ○
52 遊女屋の召仕遣手女客廻し男の奉公・服装について 〇32
53 その他の奉公人について 33
54 遊女屋の召仕に対する祝儀について 〇34
55 茶屋の案内がない客の調査について 10
56 揚代金の勘定が不埒な茶屋の取扱い方について 〇11 ○
57 新規茶屋名題の者の揚代金の支払い方について 49 ○
58 遊女を買う客が芸者を呼ぶ際に付ける新造の人数について 〇7
59 他所より新吉原町へ引っ越す者の取扱い方について ―
60 金銭が無い者に遊女を出して揚代金代わりに衣類を留置く類について 9 ○

61 質屋の不束な対談・質屋仲間に未加入で質物を取引きすることについ
て

〇71

62 質屋組合仲間の設立について 〇72 ○
63 新吉原の商人による諸色値段の設定について 73 ○

64 山谷田町龍泉寺町近辺の水茶屋船宿が遊女屋へ不審者を案内すること
について

74 ○

65 夜商人の人数制限について 75
66 按摩人数の調査・賃銭ねだりについて 76 ○
67 新吉原類焼時の仮宅について 〇42 ○
68 町内で不幸があった際の休業について 36
69 茶屋軒数の限定・茶屋名題札の取扱い方について 〇43 ○
70 出所が不確かな客の取扱い方について 44
71 連絡を受けた遊女屋に客を送っては金銀を受取る茶屋・付金について ― ○
72 茶屋が大勢の芸者を呼ぶことについて 〇45
73 女芸者の中宿について 46 ○
74 茶屋案内分の遊女屋揚代に関する取扱い方について ― ○
75 揚代金の出入について ― ○
76 惣茶屋中世話役の職務について 〇47
77 男女芸者名題札の上限について 〇50
78 男女芸者の勤め方について 〇51 ○
79 角町家持庄六受持ち分の諸負担について 〇52
80 駕籠渡世人の取扱い方について 77 ○
81 髪結いの持ち場所・弟子の人数について 〇23・78
№の数字は「寛政規定」、b. の数字は「弘化規定」における箇条番号を示す。「寛政規定」と比較して、加除修正を
確認できた箇所には〇を付し、箇条自体が削除された箇所には―を付した。
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再
調
査
し
た
内
容
の
う
ち
、
風
俗
に
つ
い
て
は
新
た
な
対
策
を
講
じ
る
必
要

は
な
い
と
す
る
判
断
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
っ
た
。
一
方
で
、
景
気
に
つ
い
て
は
天

保
改
革
以
前
と
比
べ
る
と
諸
商
売
人
や
新
吉
原
が
不
景
気
で
あ
る
こ
と
、
物
価

に
つ
い
て
は
嘉
永
四
年
三
月
の
諸
問
屋
再
興
後
も
諸
式
が
高
騰
し
て
い
る
こ
と

が
報
告
さ
れ
た
。
そ
の
う
ち
、
後
者
は
、
諸
問
屋
仲
間
が
文
化
期
以
前
の
様
子

に
戻
れ
ば
新
た
に
商
法
を
立
て
る
と
い
う
具
体
的
な
対
応
を
記
す
点
で
他
の
報

告
と
異
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
物
資
の
輸
送
に
際
し
て
不
正
を
行
う
者
を
規

制
す
る
こ
と
で
、
江
戸
の
諸
式
が
不
足
す
る
こ
と
や
物
価
が
高
騰
す
る
こ
と
を

回
避
し
よ
う
と
し
た
も
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
本
調
査
書
は
、
江
戸
の
経
済

回
復
を
阻
害
す
る
原
因
の
特
定
に
重
き
を
置
い
て
作
成
さ
れ
た
も
の
と
い
え

る
。

　

以
上
の
よ
う
な
調
査
書
の
特
徴
を
踏
ま
え
つ
つ
、
本
節
で
は
、
新
吉
原
に
関

す
る
内
容
を
確
認
し
得
た
六
条
目
と
一
一
条
目
に
焦
点
を
当
て
て「
嘉
永
規
定
」

作
成
の
背
景
に
迫
っ
て
み
た
い
。

　

六
条
目
で
は
、
女
髪
結
の
増
加
や
囲
妾
と
し
て
数
人
の
男
を
引
き
受
け
る
隠

売
女
の
存
在
を
問
題
視
し
、「
法
度
ニ
相
成
候
得
は
、
輪
を
掛
候
工
夫
致
し
」

と
い
う
点
で
同
列
に
扱
っ
て
い
る（

（2
（

。
再
度
実
施
し
た
風
聞
調
査
に
お
い
て
、
女

髪
結
は
「
大
行
之
儀
と
も
相
聞
不
申
」
と
、
さ
ほ
ど
問
題
視
さ
れ
て
い
な
い
。

囲
妾
に
つ
い
て
は
「
岡
場
所
と
唱
候
所
々
之
売
女
屋
不
残
取
潰
相
成
候
以
来
」

と
あ
り
、
天
保
改
革
で
隠
売
女
の
取
締
り
を
徹
底
し
て
以
降
の
変
化
を
記
し
て

い
る
。且

隠
売
女
当
時
は
囲
妾
之
姿
ニ
て
大
勢
客
取
致
し
却
て
巧
之
趣
ニ
候
処
、

前
々
よ
り
囲
妾
之
儀
ニ
付
町
触
申
渡
等
無
之
、
如
何
之
筋
ニ
は
有
之
候
得

共
、
妻
妾
等
無
之
も
の
共
竊
ニ
右
体
之
儀
致
来
候
は
従
来
之
儀
ニ
有
之
。

尤
壱
人
立
囲
置
候
て
は
宿
賃
雑
用
等
迄
入
費
多
候
ニ
付
、
囲
妾
之
唱
ニ
て

実
は
相
互
ニ
納
得
之
上
両
三
人
に
て
世
話
致
し
遣
し
候
も
有
之
哉
ニ
相
聞

候
得
共
、
是
以
全
近
頃
相
始
候
儀
ニ
は
無
之
哉
之
処
、
売
女
屋
引
払
後
勤

番
又
は
町
人
召
仕
等
之
若
キ
も
の
共
遊
所
通
ひ
遠
路
ニ
相
成
、
往
返
手
間

取
自
在
ニ
相
成
兼
、
自
然
勤
向
ニ
も
拘
り
候
場
合
よ
り
右
所
業
お
よ
ひ
、

数
人
客
取
致
し
候
も
有
之
由
ニ
候
得
共
、
右
体
之
身
分
之
も
の
は
素
よ
り

手
元
有
余
有
之
候
故
栄
耀
ニ
致
し
候
ニ
は
無
之
、
一
時
遊
興
之
代
り
ニ
仕

成
候
も
可
有
之
。
勿
論
手
重
之
手
当
等
不
致
候
て
は
囲
女
も
壱
人
之
客
を

専
居
候
て
は
老
父
母
等
之
養
育
方
ニ
も
相
成
兼
候
ニ
付
、
自
ラ
前
文
之
通

相
成
候
儀
ニ
可
有
之
哉
。是
等
も
方
正
を
以
論
し
候
て
は
難
捨
置
候
得
共
、

於
事
実
隠
売
女
致
し
候
儀
と
は
掛
隔
も
有
之
候
処
、
余
り
厳
酷
ニ
過
候

ハ
ゝ
右
等
之
も
の
共
自
ラ
不
勤
も
出
来
多
く
之
痛
ニ
可
相
成
も
計
兼
、
是

以
大
行
之
儀
ニ
も
無
之
趣
ニ
付
、
旁
猶
無
間
断
心
付
候
様
廻
同
心
共
え
申

付
、
且
穿
鑿
之
上
隠
売
女
同
様
之
所
業
致
し
候
も
の
も
有
之
候
ハ
ゝ
、
其

節
は
厳
重
及
吟
味
候
様
可
仕
と
奉
存
候
。

　

史
料
の
内
容
は
、
以
下
の
通
り
で
あ
る
。
現
在
、
隠
売
女
は
囲
妾
の
姿
で
大

勢
の
客
を
取
っ
て
い
る
。
表
向
き
は
囲
妾
で
あ
る
た
め
、
取
締
る
町
触
な
ど
は

無
く
、
妻
や
妾
な
ど
の
い
な
い
者
は
前
々
か
ら
囲
妾
を
し
て
き
た
。
勤
番
や
町

方
の
召
仕
な
ど
は
も
と
も
と
岡
場
所
に
馴
染
み
が
あ
り
、
今
は
遊
所
へ
往
復
す

る
手
間
を
省
く
た
め
に
囲
妾
で
遊
興
し
て
い
る
。
囲
妾
の
側
も
、
一
人
の
客
だ

け
を
相
手
に
し
て
い
て
は
家
族
の
扶
助
に
差
支
え
る
た
め
、
二
、三
人
の
男
の

世
話
に
な
っ
て
い
る
。
取
締
り
が
厳
格
す
ぎ
て
は
、
勤
番
や
町
方
の
召
仕
、
囲

妾
ら
の
勤
め
が
困
難
と
な
っ
て
し
ま
う
。
同
心
へ
指
示
し
て
隠
売
女
同
様
の
所

業
が
あ
れ
ば
吟
味
し
た
い
。

　

つ
ま
り
、
町
奉
行
は
、
囲
妾
を
隠
売
女
と
し
な
が
ら
も
、
囲
妾
に
紛
れ
た
隠

売
女
の
法
的
処
罰
が
困
難
で
あ
る
こ
と
、
勤
番
や
町
方
の
召
仕
、
囲
妾
が
そ
れ

ぞ
れ
の
勤
め
を
果
た
せ
る
よ
う
に
す
べ
き
で
あ
る
と
い
う
考
え
か
ら
、
妻
や
妾

の
い
な
い
複
数
の
男
に
よ
る
囲
妾
を「
隠
売
女
致
し
候
儀
と
は
掛
隔
も
有
之
候
」

と
容
認
し
た
の
で
あ
る
。
幕
府
は
、
金
銭
授
受
を
伴
う
性
行
為
を
実
質
的
に
容

認
す
る
一
方
で
、
婚
姻
外
の
も
の
に
つ
い
て
は
堅
く
禁
じ
て
い
た（

（2
（

。
隠
売
女
と
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表２

№ 再調査すべき内容　 報告内容

1 武家・町家の者の衣類などが奢侈となる一方で諸商人の売上が少なく不景気であること。
特別高価な物は用いておらず、不景気という話も聞か
ない。

2 諸問屋仲間の再興後も諸式が高騰していること。 諸問屋仲間が文化期以前の様子に戻った後に、商法を
立てて不正を防止する。

3 諸商人が、売上が少なく不景気であると悪口を言っていること。
目立った売上の減少はないが、天保改革以前と比べれ
ば大幅に減少している。

4 所々の料理屋が不景気である中、有名な料理屋では高価な品々を取り扱って繁昌していること。
文政期と比べると特別高価な品々ではないが、手の込
んだ品々を拵えたことは事実である。

5 婦人の衣類の着方が乱れているのは、身分不相応な衣類を着用しているためであること。
婦人の服装は節倹に起因するもので、美服の着用が原
因ではない。

6 女髪結いや、隠売女同様に客を相手にする囲妾が増加していること。
女髪結いは以前ほど大掛かりな商売をしておらず、囲
妾は隠売女とは異なる存在である。

7 銭払底と噂を聞いては自己の利益を優先して銭を溜め置く者がいるため、諸式高騰が止まないこと。
利益に拘って銭を占有し、銭相場の引き下げを阻むよ
うなことをする者はいない。

8 小藜蘆について、高価な品々を取扱って多くの利益を得る者がいること。 御府内限りの流行で値段も減少傾向にある。

9 浅草寺の役者や寺院の代官が、浅草寺境内の新規梅林出来に乗じて利益を得ようとしていること。
遊客が足を止めるような場所ではなく、寺院代官など
が利欲に走るようなこともない。

10 谷中団子坂の梅林出来によって、見物人や茶屋の客が増えていること。
見物人は群集するが、庭を開いている時期に限られる
ため問題ない。

11 天保改革で岡場所を一掃したことで新吉原が繁盛すべきところ、さらに不景気になっていること。
町奉行所が揚代金訴訟を取り上げないことで新吉原内
で争いが生じたほか、市中の囲妾に客が流れている。

12 猿若町の芝居が繁盛し、役者が奢侈になっていること。以前のような奢侈に戻って高価な品々を用いているようなことはない。

13 浅草寺境内の鯨細工の見世物小屋は見物人が多いほか、大坂で多分の利益を上げて当春江戸に戻ったこと。
度々町触に背いて大掛かりな営業をしていたが、今節
はもう江戸の見世物小屋を引き払うようである。

14 浅草御蔵前八幡境内で木魚講中という無数の群を成し、衣類などに失費がかさむ者がいること。
風俗の乱れや衣類・木魚等に失費がかさむ者が生じな
いように注意した後は何も起きていない。

15 法花宗題目講中も木魚講中同様に群衆し、風俗の乱れに繋がること。
これは以前からあることで、口論やいかがわしいこと
も生じていないため、問題ない。

16 前箇条のほか天神開帳など催事に伴う群衆については、一時的なものであるため調査していない。 ー
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囲
妾
は
、
い
ず
れ
も
前
者
に
該
当
す
る
。
異
な
る
の
は
、
隠
売
女
が
不
特
定
多

数
の
男
を
相
手
に
す
る
一
方
で
、
囲
妾
は
単
身
者
か
つ
特
定
の
男
を
相
手
に
す

る
点
で
あ
る
。
幕
府
も
ま
た
、
こ
の
点
を
も
っ
て
両
者
を
全
く
異
な
る
存
在
と

見
な
し
た
の
で
あ
ろ
う
。

　

一
一
条
目
は
、
以
前
に
上
申
し
た
内
容
［
Ａ
］
に
つ
い
て
、
再
調
査
の
内
容

［
Ｂ
］
を
付
記
し
た
も
の
で
あ
る
。

　

ま
ず
、［
Ａ
］
で
は
、
天
保
改
革
期
の
岡
場
所
一
掃
に
よ
っ
て
繁
盛
す
る
は

ず
の
新
吉
原
が
、
未
だ
不
景
気
で
あ
る
こ
と
の
原
因
に
つ
い
て
述
べ
て
い
る
。

［
Ａ
］（

前
略
）
吉
原
町
は
往
古
よ
り
御
免
之
遊
所
ニ
て
右
場
所
之
作
法
有
之
、

外
々
と
は
違
ひ
窮
屈
な
る
場
合
有
之
、岡
場
所
ニ
馴
候
客
は
気
風
ニ
合
兼
、

多
分
は
品
川
外
三
宿
之
飯
売
女
を
買
上
遊
興
致
し
候
ニ
付
、
右
宿
々
繁
昌

致
し
、
吉
原
町
之
為
ニ
は
相
成
不
申
候
由
。
所
々
ニ
売
女
屋
有
之
頃
は
、

勤
番
之
藩
、
町
方
之
召
仕
等
纔
之
時
刻
を
計
密
ニ
遊
興
致
し
候
勝
手
宜
、

廓
中
は
程
遠
ニ
て
風
儀
も
違
ひ
候
ニ
付
遊
人
共
疎
遠
ニ
成
行
、（
中
略
）

乍
去
昔
よ
り
御
免
之
遊
所
、
世
間
之
聞
へ
も
不
憚
、
野
卑
な
る
工工

夫
ヵ風

致
し

候
は
、
人
気
居
合
不
申
故
之
儀
、
右
等
之
風
説
上
方
筋
え
も
相
聞
誹
謗
致

し
、
江
戸
一
体
之
外
聞
に
も
不
心
附
、
自
己
之
利
潤
ニ
迷
ひ
候
浮
薄
之
人

情
相
成
候
は
、
衰
微
よ
り
起
り
候
儀
之
旨
。

　

史
料
で
は
、
不
景
気
の
原
因
と
し
て
、
新
吉
原
特
有
の
作
法
が
岡
場
所
に
馴

染
ん
だ
客
の
気
風
に
合
わ
な
い
こ
と
か
ら
、
客
の
多
く
が
品
川
ほ
か
三
宿
（
千

住
・
板
橋
・
内
藤
新
宿
）
の
飯
売
女
で
遊
興
す
る
こ
と
、
勤
番
や
町
方
の
召
使

に
つ
い
て
も
、
立
地
と
風
儀
の
不
一
致
を
理
由
に
新
吉
原
と
疎
遠
に
な
っ
て
い

る
こ
と
を
挙
げ
て
い
る
。
そ
の
う
え
で
、
公
許
の
遊
所
が
不
人
気
ゆ
え
に
下
品

な
工
夫
（「
遊
女
揚
代
直
下
之
引
札
出
し
候（

（2
（

」）
を
し
て
い
る
と
の
風
説
が
上
方

へ
伝
わ
る
こ
と
を
危
惧
す
る
と
と
も
に
、
江
戸
全
体
の
評
判
よ
り
も
自
己
の
利

益
を
追
求
す
る
状
況
は
衰
微
が
原
因
で
あ
る
と
述
べ
た
。

　

次
に
、［
Ｂ
］
で
は
、
再
調
査
を
踏
ま
え
て
新
吉
原
が
不
景
気
で
あ
る
原
因

を
よ
り
詳
細
に
記
し
て
い
る
。

［
Ｂ
］（

中
略
）
先㋑

年
、
揚
代
金
出
入
取
上
無
之
趣
ニ
町
触
差
出
候
ニ
付
、
相
対

を
以
問
合
候
間
、
済
方
致
し
候
も
の
無
数
、
茶
屋
有
之
客
は
茶
屋
よ
り
遊

女
屋
え
立
替
相
払
候
処
、
茶
屋
よ
り
客
を
相
手
取
願
出
候
儀
も
不
相
成
候

に
付
迷
惑
致
し
、
其
節
之
為
メ
小
釣
銭
と
唱
弐
朱
ニ
付
壱
匁
位
ツ
ヽ
其
客

之
遣
高
ニ
応
し
遊
女
屋
よ
り
茶
屋
え
褒
美
ニ
遣
候
処
、
是
も
表
向
不
相
成

段
古
来
取
極
候
同
所
規
定
証
文
ニ
有
之
、
右
自
法
ニ
相
背
候
趣
を
以
及
沙

汰
候
儀
も
有
之
候
得
共
、
兎
角
追
々
ニ
増
長
致
し
、（
中
略
）
一
統
困
窮

致
し
候
ニ
付
、
右
小
釣
銭
可
相
止
旨
度
々
相
談
致
し
候
上
、
遊
女
屋
共
連

印
致
し
堅
ク
取
極
メ
候
て
も
、
中
ニ
は
密
ニ
相
対
致
し
小
釣
差
出
し
候
も

の
有
之
（
中
略
）
右
小
釣
丈
食
物
其
外
え
相
掛
候
ハ
ヽ
客
之
為
メ
ニ
も
可

相
成
哉
と
直
下
之
引
札
差
出
候
も
の
有
之
候
処
、
見
込
之
通
評
判
宜
、
仮

成
繁
盛
致
し
候
由
。
又
野㋺

引
と
唱
候
も
の
有
之
、
是
は
吉
原
町
河
岸
小
格

子
遊
女
屋
若
ひ
も
の
に
て
、
客
を
無
体
ニ
引
上
、
或
は
田
舎
も
の
と
見
受

候
得
は
無
謂
金
銭
を
為
遣
、
不
宜
風
儀
を
仕
出
し
候
ニ
付
、
五
町
奉
公
を

被
構
無
宿
体
ニ
て
茶
屋
名
題
も
無
之
も
の
共
廓
中
を
徘
徊
致
し
、
無
体
ニ

遊
興
相
勧
メ
下
直
之
遊
女
屋
え
引
込
、
若
も
の
と
相
対
致
し
小
釣
銭
等
貰

受
候
ニ
付
、
右
等
之
儀
ニ
て
間
々
口
論
等
有
之
候
間
、
右
を
恐
相
応
之
客

も
不
参
様
相
成
、
其
上
市㋩

中
ニ
囲
妾
と
唱
候
も
の
近
来
多
く
罷
成
、
遊
女

買
揚
ニ
参
候
身
元
相
応
之
も
の
共
は
何
レ
も
囲
妾
致
し
候
様
相
成
候
間
、

右
廉
々
ニ
て
吉
原
町
衰
微
之
趣
ニ
相
聞
候
ニ
付
、
如㊁

以
前
、
遊
女
屋
揚
代

之
出
訴
取
上
相
成
、
茶
屋
共
小
釣
銭
相
止
ミ
、
野
引
と
唱
候
も
の
徘
徊
不

致
様
相
成
候
ハ
ヽ
、
古
複
可
致
趣
ニ
有
之
。
右
ハ
去㋭

ル
寅
年
三
月
中
端
々

料
理
茶
屋
水
茶
屋
等
之
名
目
ニ
て
酌
取
女
茶
汲
女
等
年
古
抱
置
候
も
の
共

猥
ニ
相
成
候
趣
、
新
吉
原
町
之
外
は
深
川
永
代
寺
門
前
を
始
都
て
隠
売
女
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ニ
有
之
、
風
俗
ニ
拘
り
候
間
取
払
可
被
仰
付
処
、
御
宥
恕
を
以
御
仕
置
御

咎
等
之
不
及
沙
汰
候
間
、
商
売
替
致
し
正
路
之
渡
世
可
致
、
抱
置
候
女
子

共
は
相
対
を
以
吉
原
町
え
奉
公
住
替
差
出
候
儀
、
幷
右
渡
世
之
も
の
共
同

町
人
別
ニ
加
り
遊
女
屋
商
売
致
し
候
は
勝
手
次
第
之
旨
、
其
外
品
々
取
締

筋
之
儀
町
触
有
之
候
ニ
付
、
商
売
替
致
し
正
路
之
渡
世
相
始
候
も
有
之
候

得
共
、
先
は
吉
原
町
え
引
移
遊
女
屋
相
始
メ
候
も
の
共
多
人
数
ニ
付
、
廓

中
之
儀
は
寸
地
も
無
之
趣
ニ
相
聞
候
間
、
尤
繁
昌
可
致
之
処
、
新
ニ
他
所

よ
り
引
越
候
も
の
共
多
く
候
ニ
付
、
同
所
之
規
定
証
文
等
取
用
不
申
、
自

己
之
利
潤
ニ
相
拘
（
後
略
）

　

町
奉
行
は
、
新
吉
原
が
衰
微
す
る
原
因
と
し
て
以
下
の
点
を
挙
げ
た
。
㋑
町

奉
行
所
で
新
吉
原
の
揚
代
金
に
関
す
る
訴
訟
を
取
り
上
げ
な
く
な
っ
て
以
降

は
、
未
解
決
の
案
件
が
多
発
し
た
。
客
と
遊
女
屋
の
間
で
揚
代
金
を
仲
介
し
て

い
る
茶
屋
が
迷
惑
す
る
た
め
、
遊
女
屋
か
ら
茶
屋
へ
褒
美
と
し
て
小
釣
銭
（
口

銭
）
を
遣
わ
し
た
。
次
第
に
額
が
増
長
し
て
い
て
遊
女
屋
全
体
の
困
窮
が
危
ぶ

ま
れ
る
が
、
未
だ
に
止
ま
な
い
状
況
に
あ
る
。
㋺
零
細
な
遊
女
屋
で
働
く
野
引

や
無
宿
体
で
茶
屋
名
目
の
無
い
者
に
よ
る
強
引
な
客
引
き
や
、
小
釣
銭
の
授
受

に
関
す
る
口
論
な
ど
の
せ
い
で
客
も
近
寄
ら
な
い
。
㋩
市
中
で
囲
妾
が
増
加
し

て
「
身
元
相
応
」
な
遊
客
は
そ
ち
ら
に
流
れ
た
。

　

そ
の
う
え
で
、
町
奉
行
は
老
中
に
対
し
て
以
下
の
内
容
を
提
案
し
た
。
㊁
以

前
の
よ
う
に
揚
代
金
に
関
す
る
訴
訟
を
取
り
上
げ
る
べ
き
で
あ
る
。
㋭
天
保

十
三
年
三
月
中
、
江
戸
の
端
々
料
理
茶
屋
・
水
茶
屋
で
酌
取
女
や
茶
汲
女
な
ど

を
抱
え
る
者
に
対
し
て
、
商
売
替
え
の
う
え
女
子
を
新
吉
原
の
遊
女
屋
へ
移
籍

さ
せ
る
か
、
女
子
と
共
に
同
所
の
人
別
に
加
わ
っ
て
遊
女
屋
商
売
を
す
る
か
を

選
ば
せ
る
趣
旨
の
町
触
を
布
達
し
た（

（2
（

。多
く
は
新
吉
原
で
遊
女
屋
を
始
め
た
が
、

「
規
定
」
を
守
ら
な
い
た
め
に
㋑
・
㋺
の
よ
う
な
問
題
が
生
じ
て
い
る
。

　
［
Ａ
］・［
Ｂ
］
よ
り
、
町
奉
行
は
、
と
り
わ
け
江
戸
で
性
売
買
を
求
め
る
人
々

の
ニ
ー
ズ
が
変
化
し
た
こ
と
、
町
奉
行
所
で
揚
代
金
に
関
す
る
訴
訟
を
取
上
げ

な
く
な
っ
た
た
め
に
小
釣
銭
が
横
行
し
て
廓
内
の
諍
い
を
生
ん
で
い
る
こ
と
、

以
上
を
新
吉
原
の
不
景
気
が
続
い
て
い
る
原
因
と
し
て
理
解
し
て
い
た
と
い
え

る
。
前
者
は
、
宿
場
の
飯
売
女
や
市
中
の
囲
妾
へ
客
が
流
れ
て
い
る
こ
と
を
指

す
が
、
町
奉
行
所
と
し
て
は
実
質
容
認
す
る
姿
勢
を
示
し
て
い
る
。
後
者
に
つ

い
て
は
、［
Ａ
］・［
Ｂ
］
波
線
部
よ
り
、
茶
屋
に
遣
わ
す
小
釣
銭
の
分
だ
け
遊

女
の
揚
代
金
を
引
下
げ
る
遊
女
屋
が
繁
盛
し
て
い
る
状
況
と
、
そ
れ
ら
が
悪
評

と
し
て
上
方
に
流
れ
る
、
す
な
わ
ち
、
江
戸
全
体
の
評
判
を
下
げ
る
と
し
た
幕

府
側
の
危
機
意
識
が
密
接
に
結
び
つ
い
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
ゆ
え
に
、
町

奉
行
は
、
揚
代
金
に
関
す
る
訴
訟
を
再
び
取
り
上
げ
る
べ
き
だ
と
主
張
し
た
の

で
あ
る
。
ま
た
、
こ
う
し
た
状
況
が
、
新
吉
原
の
繁
盛
を
意
図
し
た
は
ず
の
岡

場
所
一
掃
に
よ
っ
て
廓
内
で
「
規
定
」
に
背
く
者
が
増
加
し
た
点
に
起
因
す
る

こ
と
も
理
解
し
て
い
た
。

　

嘉
永
五
年
十
一
月
十
五
日
、
老
中
は
調
査
書
に
対
し
て
十
二
条
の
返
答
を
出

し
た
。
六
条
目
と
一
一
条
目
に
つ
い
て
は
、「
囲
妾
之
内
大
勢
之
客
を
引
受
、

隠
売
女
ニ
紛
敷
分
者
、
厳
敷
相
制
候
様
可
被
致
候
」
と
あ
り
、
大
勢
の
客
を
取

る
囲
妾
に
限
っ
て
厳
格
な
取
り
締
ま
り
を
指
示
す
る
に
止
め
て
い
る
。

　

本
調
査
書
が
、
江
戸
の
経
済
回
復
を
阻
害
す
る
原
因
を
特
定
す
る
た
め
に
作

成
さ
れ
た
こ
と
は
前
述
し
た
。
幕
府
は
、
六
条
目
と
一
一
条
目
に
お
い
て
、
天

保
十
三
年
に
実
施
し
た
隠
売
女
取
締
り
の
影
響
に
つ
い
て
調
査
し
て
い
る
。
取

締
り
の
目
的
は
、
岡
場
所
の
撤
去
に
よ
っ
て
新
吉
原
を
繁
盛
さ
せ
る
こ
と
で

あ
っ
た
。
囲
妾
が
隠
売
女
同
様
の
所
業
に
及
ん
で
い
る
事
実
は
、
実
質
と
し
て

改
革
以
前
の
状
態
に
戻
っ
て
し
ま
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
が
、
幕
府
は
さ
ほ

ど
問
題
視
し
て
い
な
い
。
本
調
査
書
で
は
、
あ
く
ま
で
新
吉
原
が
不
繁
盛
で
あ

る
原
因
を
新
吉
原
内
部
に
求
め
て
い
る
。
具
体
的
に
は
、
揚
代
金
や
小
釣
銭
の

取
扱
い
を
主
と
し
た
「
規
定
」
に
違
反
す
る
者
、
す
な
わ
ち
、
岡
場
所
に
出
自

を
持
つ
者
へ
の
対
処
が
次
な
る
課
題
と
し
て
認
識
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
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⑵
　
嘉
永
六
年
幕
府
内
の
評
議

　

嘉
永
六
年
（
一
八
五
三
）
四
月
十
日
、
町
奉
行
池
田
播
磨
守
頼
方
は
、「
新

吉
原
町
取
締
筋
之
儀
ニ
付
入
御
聴
置
候
書
付
」
を
老
中
阿
部
伊
勢
守
正
弘
に
上

申
し
た
（
以
下
、「
嘉
永
六
年
四
月
上
申
書（

（2
（

」）。
そ
こ
で
は
、
前
掲
の
「
嘉
永

五
年
十
月
上
申
書
」
と
同
様
に
、
新
吉
原
が
抱
え
る
諸
問
題
と
市
中
で
生
じ
る

諸
問
題
に
言
及
し
た
う
え
で
、
今
後
の
対
応
を
述
べ
て
い
る
。

　

新
吉
原
が
抱
え
る
諸
問
題
に
つ
い
て
「
嘉
永
五
年
十
月
上
申
書
」
と
異
な
る

箇
所
は
、
遊
女
屋
・
茶
屋
間
に
お
け
る
関
係
性
の
変
化
に
言
及
し
て
い
る
点
で

あ
る
。
具
体
的
に
は
、
天
保
十
三
年
に
岡
場
所
か
ら
新
吉
原
へ
移
転
し
て
き
た

者
が
「
規
定
」
を
破
る
こ
と
で
廓
内
の
秩
序
が
乱
れ
て
遊
女
屋
が
衰
微
す
る
一

方
、
茶
屋
は
軒
数
が
増
え
た
と
い
う
。
そ
れ
に
よ
り
、「
当
時
ハ
遊
女
屋
と
も

茶
屋
え
媚
諂
渡
世
致
し
候
姿
ニ
相
成
、首
尾
反
覆
い
た
し
候
」
状
況
を
述
べ
た
。

か
つ
、
そ
う
し
た
茶
屋
で
娘
や
養
女
に
囲
妾
と
し
て
売
女
に
紛
ら
わ
し
い
行
為

を
さ
せ
る
者
が
い
る
と
の
風
聞
を
記
し
て
い
る
。

　

こ
れ
に
続
く
史
料
は
、
次
の
通
り
で
あ
る
。

（
前
略
）其
外
隠①

売
女
ニ
紛
敷
も
の
御
改
革
後
追
々
厳
科
ニ
被
処
候
故
漸
々

相
止
、
当
節
は
断
絶
仕
候
得
共
、
其
以
来
市
中
囲
妾
多
ク
相
成
候
は
右
之

一
変
ニ
て
、
中
ニ
は
今
ニ
如
何
之
所
行
お
よ
ひ
候
も
の
も
可
有
之
哉
之
風

聞
も
有
之
候
間
、
組
之
も
の
え
も
無
油
断
申
付
置
候
得
共
、
厳②

密
之
糺
重

畳
お
よ
ひ
地
主
家
主
共
等
畏
縮
致
居
候
故
、
隠
レ
忍
ひ
、
其
上
夫
々
申
披

相
成
候
義
を
工
夫
致
し
容
易
ニ
探
索
行
届
不
申
、
元
来
多
数
之
料
理
屋
水

茶
屋
共
一
時
ニ
廓
内
え
集
合
致
し
候
上
は
、
悉
賑
ひ
候
は
必
然
之
道
理
ニ

候
処
、
其
当
座
一
過
は
景
気
盛
ニ
相
見
候
得
共
、
次
第
々
ニ
衰
廃
お
よ
ひ

候
段
、
畢
竟
吉
原
町
は
古
来
よ
り
之
作
法
を
守
、
髪
形
チ
衣
服
等
ま
て
古

風
を
不
失
を
専
一
ニ
仕
、
流
行
ニ
連
レ
風
俗
を
不
改
、
大
見
勢
遊
女
共
は

今
ニ
詩
歌
等
を
も
相
嗜
、
高
上
之
気
韻
を
尊
ひ
候
処
、
岡③

場
所
之
も
の
共

は
其
土
地
之
習
俗
、
時
之
流
行
ニ
随
候
故
、
卑
劣
ニ
て
人
情
格
別
齟
齬
致

し
候
所
、
右
ニ
馴
候
客
は
吉
原
町
之
上
品
な
る
を
嫌
ひ
、
深
川
其
外
野
鄙

下
品
之
方
気
風
ニ
脇
候
よ
り
、
お
の
つ
か
ら
四
宿
旅
籠
屋
等
ニ
て
及
遊
興

候
趣
ニ
有
之
、
右
廉
々
も
吉
原
町
え
之
客
無
数
相
成
候
一
端
と
相
聞
、
前

段
之
通
新
古
之
遊
女
屋
共
間
柄
確
執
ニ
相
成
、
何
事
之
申
合
も
不
相
整
、

規
定
相
頽
レ
混
乱
い
た
し
候
は
、
全
岡
場
所
之
も
の
之
為
ニ
衰
微
を
醸
し

候
義
と
苦
情
申
唱
不
伏
之
も
の
も
有
之
哉
ニ
て
、無
謂
儀
に
も
無
之
候
間
、

右
事
情
を
以
相
考
候
得
は
、
当④

時
有
来
遊
女
屋
之
内
端
々
よ
り
引
移
候
も

の
共
程
克
外
場
所
え
引
分
候
へ
は
、
吉
原
町
は
悪
習
を
退
け
取
締
も
相
立

可
申
。
又
引
分
り
候
も
の
は
其
土
地
之
風
ニ
立
復
り
候
ハ
ヽ
、
世
上
一
般

耳
目
を
改
、
双
方
共
賑
ひ
可
申
。
且⑤

は
市
中
如
何
之
囲
妾
等
も
相
止
可
申

哉
。（
中
略
）追
年
御
当
地
御
繁
栄
戸
口
殖
候
ニ
随
ひ
町
家
も
相
増
候
に
付
、

一
廓
而
巳
ニ
て
は
大
都
会
之
人
気
ニ
釣
合
不
申
、
最
寄
端
々
え
次
第
ニ
料

理
茶
屋
水
茶
屋
出
来
数
ケ
所
ニ
お
よ
ひ
候
も
自
然
之
勢
ひ
ニ
可
有
之
処
、

全⑥

一
廓
ニ
限
り
此
儘
ニ
て
年
を
経
候
ハ
ヽ
、
終
に
相
対
密
通
を
始
倫
理
を

乱
候
奸
婬
ニ
流
可
申
哉
。
既⑦

寛
政
御
新
政
之
節
取
払
被
仰
付
候
場
所
も
有

之
候
得
共
、
場
末
之
義
ハ
御
構
無
之
、
近
来
迄
も
端
々
売
女
屋
共
料
理
茶

屋
水
茶
屋
之
名
目
ニ
て
被
差
置
候
義
に
て
、
右
等
を
考
弁
仕
候
へ
は
、
壱

ケ
所
限
ニ
て
ハ
都
て
自
余
之
弊
を
生
し
御
世
話
も
絶
不
申
、
御
咎
受
候
も

の
等
も
出
来
可
申
。（
中
略
）
就
て
は
得
と
勘
弁
仕
候
処
、
前
書
廉
々
之

弊
不
相
止
候
て
は
景
気
立
直
申
間
敷
趣
ニ
相
聞
候
間
、
差
向
取
締
相
付
候

よ
り
い
た
し
方
無
之
候
処
、
寛
政
七
卯
年
先
役
共
よ
り
町
年
寄
樽
与
左
衛

門
え
掛
申
付
、
同
人
方
ニ
て
取
調
規
定
証
文
為
取
極
候
趣
留
記
有
之
、
素⑧

よ
り
娼
家
之
規
則
を
奉
行
所
ニ
て
議
候
も
於
事
体
可
然
義
に
も
無
之
候

間
、
今
般
も
先
例
ニ
な
ら
ひ
館
市
右
衛
門
え
懸
り
申
付
、
於
同
人
方
規
定

証
文
を
基
本
ニ
据
、
追
々
其
筋
心
得
方
相
糺
候
上
、
寛
政
七
卯
年
よ
り
五

拾
九
年
之
年
暦
を
経
候
義
廓
中
沿
革
も
可
有
之
、
殊
ニ
寅
年
御
改
正（

（2
（

後
は

別
て
風
俗
も
変
候
義
ニ
付
、
時
勢
に
不
相
協
実
々
難
捨
置
取
締
筋
之
儀
ハ
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取
舎
増
減
い
た
し
、
徒
法
不
相
成
永
続
之
仕
方
篤
と
取
調
申
立
候
様
申
渡

候
ニ
付
、
猶
取
調
之
趣
可
申
上
候
。
且
遊
女
揚
代
金
出
入
取
上
有
無
之
義

は
当
時
評
定
所
一
座
再
評
議
中
ニ
付
、是
又
追
て
一
座
よ
り
相
伺
可
申
候
。

此
段
入
御
聴
置
候
。
以
上
。

　

町
奉
行
は
、
市
中
で
生
じ
て
い
る
諸
問
題
に
つ
い
て
、
天
保
改
革
で
隠
売
女

が
断
絶
し
た
代
わ
り
に
市
中
の
囲
妾
が
増
加
し
た
こ
と
（
①
）、
厳
格
な
取
調

べ
に
よ
っ
て
地
主
や
家
主
な
ど
が
畏
縮
し
て
し
ま
い
、
不
正
な
囲
妾
は
身
を
潜

め
て
弁
明
も
工
夫
す
る
た
め
探
索
し
難
い
こ
と
（
②
）
を
述
べ
た
。
続
け
て
、

岡
場
所
遊
女
屋
の
新
吉
原
集
住
に
よ
っ
て
同
所
を
繁
盛
さ
せ
る
目
論
見
が
外
れ

た
原
因
と
し
て
、
古
風
な
伝
統
を
守
る
新
吉
原
と
比
べ
て
岡
場
所
に
は
土
地
ご

と
の
習
俗
や
流
行
が
あ
る
こ
と
で
人
情
に
大
き
な
齟
齬
が
生
じ
て
い
る
点
、
岡

場
所
に
馴
染
ん
で
い
た
客
が
新
吉
原
の
上
品
さ
を
嫌
っ
て
四
宿
の
旅
籠
屋
な
ど

で
遊
興
す
る
点
を
挙
げ
て
い
る
（
③
）。

　

町
奉
行
は
、
新
旧
遊
女
屋
間
の
確
執
が
岡
場
所
か
ら
移
転
し
て
き
た
者
に
よ
っ

て
引
き
起
こ
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
考
慮
し
て
以
下
の
対
応
を
述
べ
た
。
ま
ず
、
岡

場
所
か
ら
移
転
し
て
き
た
遊
女
屋
を
新
吉
原
以
外
の
場
所
へ
分
け
る
こ
と
を
提

案
し
た
。
新
吉
原
と
岡
場
所
そ
れ
ぞ
れ
の
習
俗
を
活
か
す
こ
と
で
、
新
吉
原
の

古
風
な
伝
統
を
守
り
な
が
ら
両
所
を
繁
盛
さ
せ
よ
う
と
考
え
た
の
で
あ
る
（
④
）。

そ
れ
に
よ
り
、
市
中
の
不
正
な
囲
妾
も
い
な
く
な
る
と
予
測
し
て
い
る
（
⑤
）。

さ
ら
に
、
新
吉
原
一
廓
で
は
密
通
な
ど
倫
理
を
乱
す
行
為
が
横
行
す
る
可
能
性

が
あ
る
こ
と
（
⑥
）、
寛
政
改
革
で
も
場
末
の
岡
場
所
は
撤
去
さ
れ
ず
に
最
近
ま

で
端
々
料
理
茶
屋
・
水
茶
屋
の
名
目
で
許
さ
れ
て
き
た
こ
と
を
述
べ
た
（
⑦
）。

そ
の
う
え
で
、「
規
定
」
の
改
正
は
町
奉
行
所
で
は
な
く
、
先
例
に
従
っ
て
町
年

寄
に
対
応
さ
せ
る
と
あ
る
（
⑧
）。
以
上
が
、
町
奉
行
の
上
申
内
容
で
あ
る
。

　

幕
府
は
、
天
保
十
三
年
に
岡
場
所
の
遊
女
屋
を
新
吉
原
へ
集
住
さ
せ
る
こ
と

で
市
中
の
風
俗
取
締
り
を
図
っ
た
が
、
隠
売
女
と
入
れ
代
わ
る
よ
う
に
し
て
囲
妾

が
急
増
し
た
。
と
こ
ろ
で
、「
嘉
永
五
年
十
月
上
申
書
」
に
お
い
て
町
奉
行
は
、

囲
妾
に
紛
れ
た
隠
売
女
の
法
的
処
罰
が
困
難
で
あ
る
と
判
断
し
、
風
俗
取
締
り

よ
り
も
勤
番
や
町
方
の
召
仕
、
囲
妾
が
勤
め
を
果
た
す
こ
と
を
優
先
し
た
。
一
方

で
「
嘉
永
六
年
四
月
上
申
書
」
に
よ
れ
ば
、
岡
場
所
遊
女
屋
の
流
入
に
よ
っ
て
新

吉
原
内
で
新
旧
遊
女
屋
間
の
対
立
が
深
ま
っ
た
ほ
か
、
当
初
の
目
論
見
に
反
し
て

新
吉
原
の
景
気
も
回
復
し
な
か
っ
た
と
あ
る
。
つ
ま
り
、
町
奉
行
は
、
岡
場
所
出

身
の
遊
女
屋
を
新
吉
原
か
ら
引
き
分
け
て
廓
内
の
秩
序
や
習
俗
を
守
る
こ
と
、

遊
所
の
増
設
に
よ
っ
て
勤
番
や
町
方
の
召
仕
の
性
的
欲
求
を
満
た
す
こ
と
、
不
正

な
囲
妾
＝
隠
売
女
に
紛
ら
わ
し
い
者
を
引
き
分
け
た
遊
所
の
遊
女
に
し
て
し
ま

う
こ
と
、
こ
れ
ら
を
同
時
に
実
行
し
よ
う
と
考
え
た
の
で
あ
る
。

第
三
章
　
新
吉
原
で
生
じ
た
不
都
合

　

本
章
で
は
、
天
保
改
革
の
目
玉
政
策
で
も
あ
っ
た
、
⑴
株
仲
間
解
散
・
⑵
人

別
改
め
・
⑶
隠
売
女
取
締
り
の
三
つ
に
注
目
し
て
三
種
「
規
定
」
の
変
化
を
分

析
し
た
い
。

⑴
株
仲
間
解
散
に
よ
る
影
響

　
「
弘
化
規
定
」
の
作
成
理
由
が
、
株
仲
間
解
散
に
よ
っ
て
新
吉
原
で
生
じ
た
不

都
合
の
改
善
に
あ
っ
た
こ
と
は
前
述
し
た
。
で
は
、
具
体
的
に
は
何
が
不
都
合

で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
再
度
、
表
を
確
認
し
た
い
。
№
61

－ａ
・
ｂ
と
62

－ａ

～
ｃ
は
、
い
ず
れ
も
新
吉
原
に
い
る
質
屋
の
不
正
を
取
り
締
ま
る
た
め
の
箇
条

で
あ
る
。
う
ち
、
№
62

－ａ
～
ｃ
の
該
当
史
料
を
以
下
に
引
用
す
る
。

ａ
「
寛
政
規
定
」

　
　

�
質
屋
共
義
、
是
迄
有
来
候
軒
数
ニ
相
定
、
拾
人
程
ヅ
ヽ
組
合
仲
ケ
間
相
立
、

紛
失
物
は
不
及
申
、
右
体
不
埒
之
質
物
取
方
致
間
敷
義
、
且
外
商
人
ニ
而
、

質
物
取
候
類
之
儀
等
相
互
ニ
調
合
、
猥
ニ
無
之
様
申
合
可
致
事

ｂ
「
弘
化
規
定
」
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質
屋
共
儀
、
名
主
支
配
限
り
紛
失
物
は
不
及
申
、
右
躰
不
埒
之
質
物
取
方

致
間
敷
儀
、
且
又
商
人
ニ
而
、
質
物
取
候
類
等
、
相
互
ニ
調
合
、
猥
ニ
無

之
様
可
致
事

ｃ
「
嘉
永
規
定
」

一
質
屋
共
義
、
是
迄
有
来
候
軒
数
ニ
相
定
、
拾
人
程
ヅ
ヽ
組
合
仲
ケ
間
相

立
、
紛
失
物
は
不
及
申
、
右
体
不
埒
之
質
物
取
方
致
間
敷
義
、
且
外
商
人

ニ
て
、
質
物
取
候
類
之
義
等
相
互
ニ
調
合
、
猥
ニ
無
之
様
申
合
可
致
候
事

　
　
　

�「
遊（

朱
書
）女

質
物
入
候
節
、質
屋
共
相
対
ニ
取
引
致
、不
如
法
之
儀
間
々
有
之
、

遊
女
共
身
詰
り
ニ
相
成
候
間
、
兼
て
や
り
て
女
・
客
廻
し
男
共
名
宛
ニ

て
通
帳
面
差
出
し
置
、
右
之
者
請
合
ニ
て
、
質
物
取
候
様
ニ
仕
、
遊
女

え
損
料
物
相
貸
不
申
様
被
仰
付
、
若
相
背
候
者
も
有
之
候
ハ
ゝ
、
為
過

怠
、
質
物
損
料
物
等
取
上
、
渡
世
相
休
罷
在
候
様
御
取
締
被
下
置
候

ハ
ゝ
、
相
慎
、
正
路
ニ
渡
世
可
仕
哉
ニ
奉
存
候
、
左
も
無
之
候
え
ば
、

婦
女
子
と
謾
り
、
兎
角
不
正
之
渡
世
仕
候
族
も
御
座
候
間
、
厳
敷
被
仰

付
被
下
置
候
様
奉
願
上
候
、

　
　
　

�

外
商
人
ニ
て
、
遊
女
よ
り
内
々
質
物
ヲ
取
候
者
も
有
之
、
遊
女
屋
共
迷

惑
ニ
及
候
趣
承
候
間
、
右
等
之
義
、
質
屋
共
え
猶
又
厳
敷
被
仰
付
、
相

止
候
様
仕
度
候
、」

　

こ
れ
に
よ
る
と
、「
寛
政
規
定
」
で
は
、
質
屋
組
合
仲
間
が
不
正
に
質
物
を

取
る
者
の
取
締
り
を
行
う
と
あ
る
が
、「
弘
化
規
定
」
で
は
名
主
に
修
正
し
て

い
る
。
し
か
し
、「
嘉
永
規
定
」に
至
っ
て
元
の
記
載
に
戻
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

ま
た
、「
嘉
永
規
定
」
で
朱
書
さ
れ
た
内
容
が
願
書
の
性
質
を
有
し
て
い
る

こ
と
は
前
述
し
た
。
こ
の
朱
書
の
内
容
は
、
№
61

－

ａ
・
ｂ
の
内
容（

（2
（

に
対
応
し

て
お
り
、
質
屋
・
遊
女
間
に
お
け
る
取
引
上
の
ト
ラ
ブ
ル
を
回
避
す
る
た
め
の

方
法
を
記
し
た
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
今
後
は
、
普
段
か
ら
遊
女
を

監
督
す
る
遣
手
女
ま
た
は
客
を
案
内
す
る
客
廻
し
男
が
遊
女
の
代
わ
り
に
取
引

を
請
け
合
う
形
に
し
た
い
と
あ
る
。

　

新
吉
原
で
は
、
五
町
遊
女
屋
仲
間
の
下
で
茶
屋
仲
間
ほ
か
諸
商
売
人
が
従
属

的
に
支
配
さ
れ
て
い
た（

（2
（

。「
規
定
」
に
お
い
て
組
合
仲
間
に
よ
る
同
業
者
集
団

の
取
締
り
が
期
待
さ
れ
た
こ
と
は
、
質
屋
の
例
で
も
確
認
し
得
る
。「
規
定
」

が
遊
女
屋
の
利
益
を
守
る
た
め
に
存
在
し
て
い
た
な
ら
ば
、
遊
女
屋
に
と
っ
て

株
仲
間
解
散
は
、
新
吉
原
に
お
け
る
自
ら
の
支
配
を
脆
弱
化
す
る
要
素
を
含
ん

で
い
た
と
い
え
る
。
ゆ
え
に
、「
弘
化
規
定
」
を
作
成
す
る
こ
と
で
支
配
体
制

の
再
強
化
を
図
ろ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
、「
弘
化
規
定
」
が
町
奉
行

所
の
認
可
を
得
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。

　

ま
た
、
天
保
十
二
年
（
一
八
四
一
）
十
二
月
の
株
仲
間
解
散
の
影
響
で
作
成

さ
れ
た
「
弘
化
規
定
」
の
内
容
は
、
嘉
永
四
年
（
一
八
五
一
）
三
月
の
諸
問
屋

再
興
を
契
機
に
改
善
し
そ
う
に
思
わ
れ
る
。
し
か
し
、
後
の
「
嘉
永
規
定
」
作

成
を
踏
ま
え
れ
ば
、
新
吉
原
が
抱
え
て
い
た
諸
問
題
の
原
因
が
株
仲
間
解
散
以

外
に
も
存
在
し
て
い
た
と
考
え
て
自
然
で
あ
る
。

⑵
人
別
の
取
扱
い

　

人
別
の
取
扱
い
に
つ
い
て
定
め
た
箇
条
は
、
表
の
№
24

－

ａ
～
ｃ
で
あ
る
。

ａ
「
寛
政
規
定
」

　
　

一　

�

人
別
之
儀
毎
年
四
月
上
旬
人
数
高
書
上
、
同
月
人
別
帳
仕
立
名
主
へ

納
置
、
月
々
増
減
之
人
別
相
調
候
儀
外
町
並
之
通
聊
無
麁
略
取
計
可

申
候
事

　
　
　
　
　

�

但
、
遊
女
名
前
帳
前
々
ヨ
リ
仕
来
之
通
名
主
江
差
出
置
、
増
減
之

儀
其
度
々
遊
女
屋
ゟ
相
届
可
申
事

ｂ
「
弘
化
規
定
」

　
　

一　

人
別
之
儀
者
、
天
保
十
四
卯
年
三
月
御
触
之
通
取
調
候
事

　
　

一　
�

遊
女
名
前
帳
之
儀
、
前
々
ゟ
仕
来
之
通
、
名
主
江
差
出
置
、
増
減
之

儀
、
其
度
々
遊
女
屋
ゟ
相
届
可
申
事

ｃ
「
嘉
永
規
定
」
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一　

�

人
別
之
義
、
毎
年
四
月
上
旬
人
数
高
書
上
、
同
月
人
別
帳
仕
立
、
名

主
え
納
置
、
月
々
増
減
之
人
別
相
調
候
義
、
外
町
並
之
通
聊
麁
略
な

く
取
斗
可
申
事
、

　
　
　
　

�
但
、
遊
女
名
前
帳
前
々
よ
り
仕
来
之
通
名
主
え
差
出
置
、
増
減
之
義

其
度
々
遊
女
屋
よ
り
相
届
可
申
事
、

　
　
　
　

�「
御（

朱
書
）

改
正
以
来
人
別
送
り
無
之
候
え
ば
、
遊
女
奉
公
人
参
り
候
共
、

相
断
、
召
抱
不
申
候
処
、
口
宿
旅
籠
屋
共
人
別
送
り
之
儀
有
無
ニ
不

拘
、
飯
売
女
召
抱
置
、
衣
類
其
外
遊
女
同
様
仕
、
過
人
数
差
置
候
間
、

吉
原
町
遊
女
奉
公
人
幷
遊
女
屋
渡
世
之
差
障
ニ
相
成
候
間
、
人
別
外

之
者
を
不
召
抱
、
過
人
数
差
置
遊
女
同
様
不
致
取
扱
様
、
厳
敷
被
仰

付
被
下
置
候
様
奉
願
上
候
」

　
「
寛
政
規
定
」
に
は
、
毎
年
四
月
上
旬
に
人
別
帳
を
作
成
し
て
名
主
へ
納
め
、

月
々
に
増
減
し
た
分
の
人
別
調
査
は
「
外
町
並
之
通
」
に
粗
略
な
く
行
う
こ
と
、

遊
女
の
増
減
が
あ
る
毎
に
「
遊
女
名
前
帳
」
を
名
主
へ
提
出
す
る
こ
と
が
記
さ

れ
て
い
る
。
新
吉
原
で
は
、
同
所
以
外
の
町
々
と
同
様
の
形
で
定
期
的
な
人
別

調
査
を
行
う
と
と
も
に
、
遊
女
の
増
減
に
伴
っ
て
新
吉
原
独
自
に
不
定
期
の
調

査
も
実
施
し
て
い
た
。

　
「
弘
化
規
定
」
で
は
、
天
保
十
四
年
（
一
八
四
三
）
三
月
の
触
の
通
り
に
調

査
す
る
こ
と
が
指
示
さ
れ
て
お
り
、
以
下
は
「
寛
政
規
定
」
と
同
様
で
あ
る
。

同
年
三
月
二
十
六
日
、
幕
府
は
、
人
別
改
め
令
の
改
正
に
伴
っ
て
江
戸
市
中
へ

十
条
か
ら
成
る
町
触
を
布
達
し
た（

（2
（

。
こ
れ
は
、「
弘
化
規
定
」
で
言
及
さ
れ
た

触
の
時
期
と
合
致
す
る
。

　
「
嘉
永
規
定
」
で
は
、
以
下
の
内
容
を
述
べ
て
い
る
。
天
保
改
革
以
降
は
人

別
送
り
が
無
く
な
っ
た
た
め
、
遊
女
奉
公
人
が
来
て
も
断
っ
て
い
た
。
し
か
し

口
宿
旅
籠
屋
ら
は
、
人
別
送
り
の
有
無
に
関
わ
ら
ず
、
衣
類
そ
の
他
を
遊
女
と

同
様
に
し
た
飯
売
女
を
多
人
数
抱
え
置
く
た
め
、
新
吉
原
の
遊
女
奉
公
人
や
遊

女
屋
渡
世
を
営
む
者
の
支
障
と
な
る
。
そ
の
た
め
、
口
宿
旅
籠
屋
ら
に
対
し
て

町
奉
行
所
よ
り
厳
し
く
指
示
さ
れ
た
い
。

　

天
保
十
四
年
三
月
に
改
正
さ
れ
た
人
別
改
め
令
は
、
在
方
の
者
が
新
規
に
江

戸
の
人
別
に
入
る
こ
と
を
禁
止
し
た
。
そ
の
う
え
で
、
奉
公
稼
ぎ
や
出
稼
ぎ
に

際
し
て
免
許
状
の
所
持
を
必
須
と
す
る
な
ど
手
続
き
を
厳
密
化
す
る
こ
と
で
江

戸
の
人
口
抑
制
を
図
っ
た（

（3
（

。
改
正
後
に
人
別
送
り
が
消
失
、
す
な
わ
ち
、
在
方

の
者
が
江
戸
の
人
別
に
入
れ
な
く
な
っ
た
こ
と
で
、
本
来
は
新
吉
原
で
受
け
入

れ
る
は
ず
の
遊
女
奉
公
人
が
口
宿
旅
籠
屋
に
流
れ
て
し
ま
っ
た
。
結
果
と
し
て

新
吉
原
の
遊
女
屋
関
係
者
が
不
利
益
を
被
る
状
況
が
生
じ
た
の
で
あ
る
。

　

前
述
の
通
り
、「
弘
化
規
定
」
に
対
し
て
幕
府
が
公
的
な
認
可
を
下
す
こ
と

は
な
く
、
引
き
続
き
「
寛
政
規
定
」
を
使
用
す
る
こ
と
が
指
示
さ
れ
た
。
し
か

し
、
本
節
の
分
析
か
ら
、
幕
府
法
の
影
響
を
受
け
て
「
寛
政
規
定
」
の
内
容
が

実
質
的
に
変
化
し
て
い
た
こ
と
は
明
白
で
あ
り
、
ゆ
え
に
生
じ
た
問
題
こ
そ
、

「
嘉
永
規
定
」で
遊
女
屋
が
願
っ
た
内
容
な
の
で
あ
る
。
一
見
し
て
同
じ「
規
定
」

を
用
い
て
い
る
よ
う
で
も
、
法
文
が
有
す
る
意
味
は
刻
々
と
変
化
し
て
い
た
。

⑶
隠
売
女
の
調
査
に
つ
い
て

　

隠
売
女
の
調
査
は
、
町
奉
行
所
の
み
な
ら
ず
新
吉
原
側
で
も
実
施
さ
れ
て
い

た
。
摘
発
し
た
売
女
の
取
扱
い
に
つ
い
て
定
め
た
箇
条
が
、
表
の
№
29

－

ａ
～

ｃ
で
あ
る
。
な
お
、「
嘉
永
規
定
」
は
「
寛
政
規
定
」
に
朱
書
す
る
形
式
を
と

る
た
め
、
加
筆
さ
れ
た
内
容
と
挿
入
箇
所
に
つ
い
て
は
★
で
対
応
さ
せ
、「
嘉

永
規
定
」
に
つ
い
て
は
加
筆
部
分
の
み
引
用
し
て
い
る
。

ａ
「
寛
政
規
定
」

　
　

一　

�

御
当
地
町
々
隠
売
女
之
儀
、
古
来
ゟ
当
所
之
も
の
相
調
、
御
訴
申
上

候
仕
来
ニ
而
、
た
と
へ
当
所
ゟ
御
訴
不
申
上
、
外
ゟ
顕
れ
御
吟
味
ニ

相
成
候
共
、
其
節
之
売
女
之
儀
者
、
当
所
名
主
江
御
願
被
遊
候
ニ
付
、

其
砌
手
当
致
し
、
召
連
相
帰
候
上
★
⑴
、
会
所
ニ
お
い
て
五
町
順
番

ニ
而
当
番
町
之
も
の
人
数
を
仕
分
、
当
人
名
前
を
以
鬮
取
致
し
、
町
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毎
ニ
鬮
ニ
当
り
候
も
の
を
引
取
、其
町
遊
女
屋
江
是
又
順
番
ニ
預
り
、

入
用
之
儀
者
、
町
入
用
或
者
其
町
限
之
溜
金
を
以
出
方
致
来
候
義
ニ

有
之
★
⑵
、
尤
右
御
吟
味
落
着
之
節
、
女
共
三
ヶ
年
当
所
江
被
下
置

候
得
者
、
町
毎
冥
加
金
入
札
ニ
而
女
共
引
取
、
右
冥
加
金
之
儀
者
、

遊
女
屋
世
話
役
之
も
の
江
預
り
置
溜
金
ニ
致
、
以
後
右
体
売
女
御
願

中
之
諸
入
用
者
、
右
溜
金
を
以
支
払
、
過
金
之
分
者
毎
年
十
二
月
惣

地
主
江
割
府
致
し
候
仕
来
ニ
付
、
猶
向
後
書
面
之
通
相
守
、
壱
町
限

勝
手
合
之
義
決
而
致
間
敷
候
事

　
　
　
　
　

�

附
右
売
女
共
之
内
、
病
気
等
ニ
而
引
受
人
無
之
分
者
町
内
限
居
所

手
当
致
し
、
療
養
を
加
、
当
人
と
も
難
儀
不
成
様
育
遣
可
申
事

　
　
　
　

★
⑶

ｂ
「
弘
化
規
定
」

　
　

一　

�

隠
売
女
之
儀
者
、
古
来
ゟ
当
所
之
者
相
調
、
御
訴
申
上
候
仕
来
ニ
而
、

譬
当
所
ゟ
御
訴
不
申
上
、
外
ゟ
顕
、
御
吟
味
ニ
相
成
候
共
、
落
着
之

節
、
女
子
共
三
ヶ
年
之
間
被
下
置
、
当
所
名
主
江
御
預
被
遊
候
ニ
付
、

其
砌
致
手
当
召
連
相
帰
候
上
、
於
会
所
五
町
順
番
ニ
而
当
番
町
之
者

人
数
を
仕
分
、
当
人
名
前
を
鬮
取
ニ
致
し
、
町
毎
ニ
鬮
ニ
中（

マ
マ
）候

者
を

引
取
、
其
町
遊
女
屋
え
是
又
順
番
ニ
預
ケ
、
入
用
之
儀
者
、
町
入
用

或
者
其
町
限
之
以
積
金
致
出
銀
来
候
儀
に
有
之
、
尤
町
毎
入
札
ニ
而

女
子
共
引
取
、
右
金
子
者
遊
女
屋
世
話
役
之
者
へ
預
置
、
積
金
ニ
致

シ
、
以
後
売
女
御
預
中
之
諸
入
用
等
ニ
仕
払
、
過
金
之
分
者
壱
町
限

り
積
置
、
万
一
類
焼
等
之
節
、
大
門
幷
会
所
水
吐
尻
非
常
口
其
外
五

町
ゟ
差
出
候
普
請
入
用
手
当
ニ
致
、
勝
手
儘
之
儀
決
而
致
間
敷
事
、

　
　
　
　
　

�

附
、
右
売
女
共
之
内
、
病
気
等
ニ
而
、
引
受
人
無
之
分
者
、
町
内

限
り
居
所
致
手
当
、
療
養
を
加
へ
、
当
人
共
難
儀
不
成
様
可
致
事
、

ｃ
「
嘉
永
規
定
」

　
　

★
⑴�

隠
売
女
探
索
度
々
仕
候
え
共
、
御
改
正
以
来
申
訳
ケ
之
た
め
囲
妾
と

号
、
売
女
同
様
之
稼
仕
候
間
、
右
御
取
締
奉
願
上
候
、

　
　

★
⑵�

此
義
、
文
政
年
中
よ
り
隠
売
女
御
召
捕
之
節
は
、
当
人
ど
も
御
吟
味

中
入
牢
被
仰
付
、
落
着
之
節
、
三
ヶ
年
之
間
吉
原
町
え
被
下
置
候
義

ニ
付
、
其
後
度
々
御
召
捕
之
節
も
、
右
之
通
ニ
被
為
仰
付
候
間
、
規

定
証
文
案
文
御
改
被
下
度
事
、

　
　

★
⑶�

売
女
冥
加
金
諸
入
用
仕
払
残
金
之
分
積
置
、
探
索
入
用
等
仕
候
間
、

惣
地
主
割
渡
し
候
義
相
止
申
度
段
御
願
申
上
候
処
、
弘
化
二
巳
年
御

聞
済
ニ
相
成
候
間
、
猶
右
之
通
仕
度
候
、

　
「
寛
政
規
定
」
で
は
、
以
下
の
内
容
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
①
吟
味
中
の
売

女
は
新
吉
原
へ
連
れ
帰
っ
て
五
町
の
う
ち
鬮
に
当
た
っ
た
町
の
遊
女
屋
で
順
番

に
預
か
る
こ
と
、
②
費
用
は
町
入
用
ま
た
は
各
町
の
蓄
え
で
賄
う
こ
と
、
③
吟

味
後
に
売
女
が
新
吉
原
に
下
げ
置
か
れ
た
ら
入
札
の
う
え
引
き
取
る
こ
と
、
④

入
札
で
集
ま
っ
た
金
は
遊
女
屋
世
話
役
の
下
で
蓄
え
て
売
女
預
り
中
の
費
用
に

充
て
る
こ
と
、
過
金
は
毎
年
十
二
月
に
惣
地
主
で
割
府
す
る
こ
と
、
⑤
病
気
の

売
女
は
町
内
で
療
養
さ
せ
る
こ
と
、
以
上
で
あ
る
。

　
「
弘
化
規
定
」
で
は
、「
寛
政
規
定
」
と
比
べ
て
若
干
文
章
が
前
後
し
た
り
、

使
用
す
る
語
句
に
違
い
は
あ
っ
た
り
す
る
が
、「
規
定
」
の
内
容
自
体
に
変
更

は
生
じ
て
い
な
い
。

　
「
嘉
永
規
定
」
で
は
、
新
た
に
⑴
天
保
の
改
革
以
降
、
囲
妾
と
い
っ
て
隠
売

女
同
様
の
稼
ぎ
を
す
る
者
を
取
締
る
こ
と
、
⑵
文
政
年
中
よ
り
、
吟
味
中
は
売

女
を
入
牢
さ
せ
て
落
着
後
に
三
年
間
新
吉
原
へ
下
げ
置
く
よ
う
に
な
っ
た
た
め

「
規
定
」
を
改
め
る
こ
と
、
⑶
売
女
の
入
札
で
集
め
た
金
の
残
金
を
惣
地
主
で

割
府
す
る
こ
と
を
止
め
て
探
索
の
費
用
に
充
て
る
こ
と
、以
上
を
願
っ
て
い
る
。

新
吉
原
は
、従
来
の
「
規
定
」
と
異
な
る
対
応
を
し
て
い
る
現
状
を
鑑
み
て
、「
規

定
」
も
改
め
た
い
と
願
っ
た
の
で
あ
る
。　

　

前
述
の
通
り
、
改
正
「
規
定
」
は
幕
府
の
認
可
を
受
け
な
か
っ
た
が
、
町
年

寄
の
監
修
つ
き
で
水
面
下
で
改
め
さ
せ
る
場
合
も
間
々
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
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そ
れ
に
も
関
わ
ら
ず
、新
吉
原
は
幾
度
も
「
規
定
」
の
改
正
を
願
い
出
て
い
る
。

つ
ま
り
、
新
吉
原
に
と
っ
て
は
「
規
定
」
を
改
正
す
る
だ
け
で
は
な
く
、
そ
こ

に
幕
府
の
お
墨
付
き
を
得
る
こ
と
こ
そ
が
重
要
な
の
で
あ
っ
た
。

お
わ
り
に

　

本
稿
で
は
、「
寛
政
規
定
」
が
幕
末
ま
で
一
貫
し
て
用
い
ら
れ
た
背
景
に
つ

い
て
検
討
を
試
み
た
。
分
析
か
ら
判
明
し
た
内
容
は
、
以
下
の
三
点
で
あ
る
。

　

①
三
種「
規
定
」の
う
ち
、「
弘
化
規
定
」は
一
度
認
可
さ
れ
る
直
前
ま
で
行
っ

た
が
、
新
吉
原
内
部
の
対
立
に
よ
っ
て
頓
挫
し
、
そ
の
後
の
幕
府
内
に
お
け
る

評
議
で
も
認
可
さ
れ
な
か
っ
た
。
幕
府
は
、「
弘
化
規
定
」
に
町
奉
行
所
の
認

可
を
与
え
て
も
「
寛
政
規
定
」
同
様
に
無
益
で
あ
り
、そ
も
そ
も
遊
女
屋
の
「
規

定
」
に
役
所
が
関
与
す
る
必
要
は
な
い
と
判
断
し
た
の
で
あ
る
。

　

②
天
保
改
革
で
岡
場
所
を
一
掃
し
て
以
降
、
表
向
き
は
囲
妾
と
し
て
隠
売
女

に
紛
ら
わ
し
い
所
業
に
及
ぶ
者
が
現
れ
た
。
幕
府
は
、
法
的
処
罰
が
困
難
で
あ

る
こ
と
、
市
中
に
囲
妾
が
い
る
こ
と
の
メ
リ
ッ
ト
を
鑑
み
て
、
目
に
余
る
者
以

外
に
つ
い
て
は
容
認
す
る
姿
勢
を
示
し
た
。
か
つ
、
岡
場
所
遊
女
屋
の
新
吉
原

流
入
は
同
所
で
新
旧
遊
女
屋
間
の
対
立
を
招
い
た
ほ
か
、
景
気
も
回
復
し
な

か
っ
た
。
以
上
の
問
題
に
対
し
て
、
町
奉
行
は
、
遊
所
を
引
き
分
け
る
こ
と
で

対
処
し
よ
う
し
た
。

　

③
新
吉
原
は
、「
規
定
」
を
改
正
す
る
こ
と
で
、
同
所
に
お
け
る
支
配
体
制

の
再
強
化
や
、
遊
女
屋
商
売
の
独
占
が
阻
害
さ
れ
て
い
る
状
況
の
改
善
、「
寛

政
規
定
」
の
内
容
と
運
用
の
実
態
が
異
な
る
状
況
な
ど
の
是
正
を
試
み
た
。
結

局
の
と
こ
ろ
、「
寛
政
規
定
」
以
外
の
「
規
定
」
は
幕
府
の
認
可
を
受
け
な
か
っ

た
が
、
法
文
が
有
す
る
意
味
や
新
吉
原
に
お
け
る
運
用
実
態
は
刻
々
と
変
化
し

て
い
た
。
新
吉
原
は
、「
規
定
」
の
改
正
の
み
な
ら
ず
、
そ
こ
に
幕
府
の
お
墨

付
き
を
得
る
こ
と
を
必
要
と
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

　

こ
こ
で
、
前
掲
し
た
石
井
良
助
の
指
摘
に
つ
い
て
検
討
を
加
え
た
い
。
石
井

は
、
弘
化
・
嘉
永
両
時
期
の
「
規
定
」
が
幕
府
の
認
可
を
受
け
た
の
か
否
か
を

確
定
し
て
い
な
か
っ
た
。
本
稿
に
お
い
て
、「
弘
化
規
定
」
に
つ
い
て
は
、
弘

化
元
年
に
鳥
居
が
「
弘
化
規
定
」
の
案
文
を
受
け
付
け
て
以
降
、
同
件
は
後
任

に
引
き
継
が
れ
て
最
終
的
に
は
町
奉
行
所
で
評
議
し
な
い
旨
が
決
定
し
た
こ
と

を
明
ら
か
に
し
た
。
経
過
の
詳
細
を
た
ど
る
と
、
弘
化
二
年
一
月
、
南
・
北
町

奉
行
は
、「
弘
化
規
定
」
を
認
め
る
方
向
で
合
意
し
た
が
、
新
吉
原
の
茶
屋
が

連
印
を
拒
否
す
る
可
能
性
を
考
慮
し
て
再
考
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
。
そ
の
後
、

同
年
三
月
に
遠
山
が
町
奉
行
に
就
任
す
る
と
、
老
中
に
対
し
て
「
弘
化
規
定
」

は
保
留
す
べ
き
旨
を
上
申
し
た
の
で
あ
る（

（3
（

。

　

ま
た
、
結
論
か
ら
言
え
ば
、「
嘉
永
規
定
」
は
認
可
さ
れ
て
い
な
い
。
幕
府

が
「
寛
政
規
定
」
の
継
続
を
指
示
し
た
背
景
に
は
、本
稿
の
成
果
①
の
ご
と
く
、

「
弘
化
規
定
」
の
認
可
が
一
度
頓
挫
し
た
こ
と
、
町
奉
行
所
で
は
「
規
定
」
の

改
正
に
関
与
し
な
い
方
針
を
定
め
た
こ
と
、
こ
の
二
つ
の
先
例
が
大
き
く
影
響

し
て
い
る
。

　

他
方
、
幕
府
は
、
揚
代
金
訴
訟
の
不
受
理
や
岡
場
所
一
掃
と
い
っ
た
天
保
改

革
の
諸
政
策
が
、
結
果
的
に
は
、
繁
華
で
あ
る
べ
き
は
ず
の
新
吉
原
を
衰
微
さ

せ
る
原
因
と
な
り
、
遊
女
の
大
安
売
り
と
い
っ
た
江
戸
の
評
判
を
損
な
う
よ
う

な
事
態
を
招
い
て
い
る
こ
と
を
把
握
し
て
い
た
。

　

つ
ま
り
、
幕
府
は
、
自
ら
の
威
信
に
関
わ
る
事
態
へ
の
対
処
を
迫
ら
れ
る
一

方
で
、「
弘
化
規
定
」
の
先
例
が
あ
る
た
め
に
「
嘉
永
規
定
」
の
作
成
に
は
関

与
し
な
か
っ
た
。
町
年
寄
の
監
修
下
で
「
規
定
」
を
改
め
る
こ
と
は
容
認
し
て

も
、
そ
こ
に
幕
府
の
お
墨
付
き
は
与
え
な
い
姿
勢
を
貫
い
た
の
で
あ
る
。

　

し
か
し
、
こ
れ
ま
で
に
も
水
面
下
で
「
規
定
」
を
改
め
て
き
た
に
も
関
わ
ら

ず
、
新
吉
原
は
幾
度
も
「
規
定
」
の
改
正
を
願
い
出
て
い
る
。
こ
れ
は
、
新
吉

原
が
改
正
「
規
定
」
に
幕
府
の
認
可
を
受
け
る
こ
と
、
す
な
わ
ち
、
幕
府
の
権

威
を
ま
と
わ
な
け
れ
ば
同
所
の
秩
序
を
維
持
で
き
な
い
状
況
に
あ
っ
た
こ
と
を
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示
し
て
い
る（

（3
（

。

　

そ
の
後
、明
治
四
年
（
一
八
七
一
）
に
至
っ
て
、「
新
吉
原
町
規
定
申
合
」（
以

下
、「
明
治
規
定
」
と
略
記
）
が
制
定
さ
れ
た
。
制
定
の
背
景
に
つ
い
て
、
曽

根
ひ
ろ
み
は
、
新
島
原
遊
廓
の
廃
絶
に
よ
っ
て
同
所
か
ら
移
転
し
て
き
た
新
参

者
の
遊
女
屋
や
茶
屋
を
「
明
治
規
定
」
で
規
制
す
る
こ
と
で
、
も
と
も
と
新
吉

原
に
い
た
遊
女
屋
の
利
益
を
守
ろ
う
と
し
た
と
評
価
し
て
い
る（

（3
（

。
曽
根
は
、「
寛

政
規
定
」
と
「
明
治
規
定
」
の
違
い
に
つ
い
て
次
の
点
を
指
摘
し
た
。
⑴
「
寛

政
規
定
」
で
は
、
町
政
全
体
や
遊
女
屋
以
外
の
業
種
も
含
め
て
居
住
者
を
規
制

し
た
が
、「
明
治
規
定
」で
は
遊
女
屋
に
対
す
る
規
制
が
大
半
を
占
め
た
。
⑵「
明

治
規
定
」
で
は
、
遊
女
屋
の
徹
底
し
た
格
付
け
を
行
う
点
に
特
徴
が
あ
る
。
⑶

「
明
治
規
定
」
で
は
、「
受
払
所
」
の
新
設
に
よ
っ
て
揚
代
金
の
円
滑
な
徴
収
・

管
理
・
配
分
を
可
能
と
し
た
。
⑷
⑶
に
よ
っ
て
、
客
の
斡
旋
や
揚
代
金
の
授
受

で
成
立
し
て
い
た
「
遊
女
屋

－

茶
屋
」
の
個
別
的
な
関
係
が
解
体
し
、
明
治
政

府
が
運
上
と
し
て
揚
代
金
の
一
割
を
自
動
的
・
強
制
的
に
収
奪
す
る
こ
と
が
可

能
と
な
っ
た
ほ
か
、
茶
屋
は
従
来
禁
じ
ら
れ
て
い
た
口
銭
を
受
取
る
こ
と
が
認

め
ら
れ
た
。
⑸
「
明
治
規
定
」
で
は
、
違
反
し
た
遊
女
屋
・
茶
屋
を
即
廃
業
さ

せ
る
な
ど
制
裁
の
内
容
を
厳
格
化
し
た
。
も
っ
て
、
遊
女
屋
が
、
茶
屋
に
対
す

る
譲
歩
（
口
銭
の
合
法
化
）
と
強
制
措
置
（
罰
則
の
強
化
）
の
両
面
か
ら
、
茶

屋
と
共
存
す
る
方
向
に
切
り
替
え
た
と
指
摘
す
る
。

　

曽
根
が
「
明
治
規
定
」
制
定
の
背
景
と
し
て
明
ら
か
に
し
た
内
容
は
、
本
稿

で
分
析
し
た
弘
化
・
嘉
永
両
時
期
の
「
規
定
」
作
成
の
背
景
と
一
致
し
て
い
る
。

す
な
わ
ち
、
新
吉
原
は
、「
明
治
規
定
」
制
定
に
際
し
て
「
受
払
所
」
を
新
設

す
る
こ
と
で
、
茶
屋
口
銭
や
遊
女
揚
代
金
の
取
扱
い
に
関
し
て
新
吉
原
が
抱
え

て
い
た
諸
問
題
の
解
決
を
図
っ
た
の
で
あ
る
。「
寛
政
規
定
」
制
定
以
降
、
新

吉
原
が
待
ち
望
ん
で
い
た
「
規
定
」
の
改
正
お
よ
び
公
権
力
に
よ
る
認
可
の
獲

得
は
、
明
治
政
府
の
下
で
よ
う
や
く
実
現
し
た
。

　

以
上
の
よ
う
に
、
三
種
「
規
定
」
の
存
在
は
、
新
吉
原
が
「
寛
政
規
定
」
で
は

対
処
不
可
能
な
問
題
を
弘
化
・
嘉
永
両
時
期
の
「
規
定
」
に
よ
っ
て
解
決
し
よ
う

と
し
た
こ
と
、
そ
れ
に
対
し
て
幕
府
が
難
色
を
示
し
て
い
た
こ
と
を
如
実
に
表
し

て
い
る
。
そ
し
て
、
こ
れ
ら
の
改
正
「
規
定
」
に
は
、
新
吉
原
で
渡
世
を
営
む
者

が
直
面
し
た
課
題
や
、是
正
に
向
け
た
要
求
の
中
身
が
記
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

す
な
わ
ち
、
三
種
「
規
定
」
の
比
較
・
検
討
は
、
幕
府
と
新
吉
原
の
関
係
を
理

解
す
る
う
え
で
、
ま
た
、
幕
府
の
都
市
政
策
と
都
市
町
人
側
の
意
向
・
要
求
と
の

間
に
存
在
し
た
認
識
の
齟
齬
を
知
る
う
え
で
格
別
の
意
義
を
持
つ
と
い
え
よ
う
。

　

本
稿
で
は
、「
寛
政
規
定
」
の
み
な
ら
ず
、
弘
化
・
嘉
永
両
時
期
の
「
規
定
」

の
成
立
過
程
や
、
条
文
の
変
化
な
ど
を
含
め
て
分
析
す
る
こ
と
で
新
た
な
知
見
を

得
る
こ
と
が
で
き
た
。
さ
ら
に
、「
寛
政
規
定
」
が
幕
府
の
諸
政
策
の
影
響
を
受

け
て
変
化
し
て
い
た
こ
と
、
制
定
に
際
し
て
新
吉
原
が
幕
府
の
後
ろ
盾
を
必
要
と

し
て
い
た
こ
と
も
明
ら
か
に
し
た
。
そ
れ
ら
を
念
頭
に
置
い
て
「
規
定
」
を
分
析

す
る
こ
と
で
、
各
時
代
の
新
吉
原
や
新
吉
原
と
公
権
力
の
関
係
な
ど
に
つ
い
て
、

な
お
新
た
な
側
面
が
見
え
て
く
る
だ
ろ
う
。
本
稿
で
は
、「
規
定
」
の
史
料
的
有

用
性
を
提
示
す
る
に
止
め
、
細
か
な
分
析
に
つ
い
て
は
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。

注（
１
）
原
題
は
各
冊
で
異
な
る
が
、
本
稿
で
は
総
じ
て
「
規
定
証
文
」（「
規
定
」）
と
呼
称
す

る
。

（
２
）
石
井
良
助
『
日
本
団
体
法
史
』（
創
文
社
、
一
九
七
八
年
）。

（
３
）
例
え
ば
、
天
保
改
革
に
お
い
て
、
幕
府
が
芝
居
の
所
替
な
ど
盛
場
の
繁
栄
を
目
的
と

し
た
政
策
を
講
じ
た
点
（
藤
田
覚
『
天
保
の
改
革
』、
吉
川
弘
文
館
、
一
九
八
九
年
、
同

『
遠
山
金
四
郎
の
時
代
』、
講
談
社
、
二
〇
一
五
年
）、
同
改
革
に
お
け
る
岡
場
所
の
一
掃

が
、
当
該
期
に
幕
府
が
抱
え
て
い
た
政
治
課
題
の
解
決
と
密
接
な
関
係
を
有
し
て
い
た

点
（
拙
稿
「
天
保
期
江
戸
幕
府
の
遊
所
政
策
―
天
保
十
三
年
法
令
に
関
す
る
幕
府
役
人

の
評
議
を
中
心
に
」、『
総
合
女
性
史
研
究
』
四
〇
号
、
二
〇
二
三
年
）
な
ど
が
明
ら
か

に
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
幕
府
が
江
戸
市
中
の
経
済
的
メ
リ
ッ
ト
を
念
頭
に
お
い
て
遊
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廓
の
増
設
を
評
議
し
て
い
た
点
（
曽
根
ひ
ろ
み
『
娼
婦
と
近
世
社
会
』、
吉
川
弘
文
館
、

二
〇
〇
三
年
）、
上
納
金
と
い
う
名
目
で
新
吉
原
の
遊
女
屋
が
生
み
出
す
利
益
に
吸
着
し

て
い
た
点
（
宮
本
由
紀
子
「
吉
原
仮
宅
に
つ
い
て
の
一
考
察
」、
地
方
史
研
究
協
議
会
編

『
都
市
の
地
方
史
─
生
活
と
文
化
』
所
収
、
雄
山
閣
出
版
、
一
九
八
〇
年
）
な
ど
も
指
摘

が
あ
る
。

（
４
）
塚
田
孝
『
身
分
制
社
会
と
市
民
社
会
―
近
世
日
本
の
社
会
と
法
―
』（
柏
書
房
、

一
九
九
二
年
）。

（
５
）
曽
根
ひ
ろ
み
「
明
治
４
年
「
新
吉
原
町
規
定
申
合
」
成
立
の
意
義
―
遊
女
屋
の
仲
間

的
結
集
―
」（『
歴
史
学
研
究
』
九
二
六
号
、
二
〇
一
四
年
）。

（
６
）
前
掲
注
（
４
）
塚
田
孝
著
書
。
前
掲
注
（
５
）
曽
根
ひ
ろ
み
論
文
。

（
７
）
請
求
記
号
、
ヲ
〇
六 

‐
〇
二
四
二
〇
。

（
８
）
前
掲
注
（
２
）
石
井
良
助
著
書
。
条
数
に
つ
い
て
、
塚
田
は
全
七
六
条
、
石
井
は
全

八
一
条
、
曽
根
は
全
八
二
条
と
し
て
い
る
が
、
こ
れ
ら
は
各
人
が
便
宜
上
付
し
た
も
の

で
あ
る
。
本
稿
で
は
、
石
井
と
同
じ
く
全
八
一
条
と
し
て
分
析
を
進
め
て
い
く
。

（
９
）
前
掲
注
（
４
）
塚
田
孝
著
書
。

（
10
）
前
掲
注
（
５
）
曽
根
ひ
ろ
み
論
文
。

（
11
）
前
掲
注
（
２
）
石
井
良
助
著
書
。「
弘
化
規
定
」
に
つ
い
て
は
、
石
井
の
個
人
所
蔵
で

あ
っ
た
史
料
を
底
本
と
す
る
。
著
者
が
確
認
し
た
と
こ
ろ
、
現
在
は
江
戸
東
京
博
物
館

の
石
井
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
に
収
蔵
さ
れ
て
い
る
。
原
表
題
は『
新
吉
原
新
規
定
証
文 
全
』で
、

写
本
で
あ
る
。「
嘉
永
規
定
」
に
つ
い
て
は
、
同
じ
く
石
井
の
個
人
所
蔵
で
あ
っ
た
『
新

吉
原
町
規
定
証
文
抜
書
』
を
底
本
と
す
る
。
同
史
料
に
つ
い
て
は
、
現
在
の
所
蔵
先
が

確
認
し
得
な
い
た
め
、
本
稿
で
は
石
井
の
翻
刻
を
用
い
る
。
な
お
、
嘉
永
・
弘
化
両
時

期
の
「
規
定
」
は
、
厳
密
に
は
「
規
定
」
で
は
な
く
、「
規
定
」
の
案
文
で
あ
る
。
本
稿

で
は
、
表
記
の
煩
雑
さ
を
避
け
る
た
め
に
統
一
し
て
「
規
定
」
と
表
記
す
る
。

（
12
）
前
掲
注
（
２
）
石
井
良
助
著
書
。

（
13
）
本
史
料
（
国
立
国
会
図
書
館
所
蔵
『
市
中
取
締
類
集　

吉
原
規
定
之
部
』、一
九
コ
マ
）

の
末
に
あ
る
「
申
十
二
月
」
よ
り
年
代
を
比
定
し
た
。
以
降
は
史
料
名
を
『
市
中
』
と

略
記
す
る
。『
市
中
』
は
、
天
保
改
革
期
に
町
奉
行
所
に
新
設
さ
れ
た
市
中
取
締
掛
が
、

同
所
に
お
け
る
執
務
の
便
宜
を
図
る
た
め
に
作
成
し
た
先
例
集
で
あ
る
。
本
稿
の
分
析

に
見
え
る
よ
う
に
、「
規
定
」
の
改
正
に
関
す
る
評
議
な
ど
も
収
録
し
て
い
る
。

（
14
）『
市
中
』、
一
四
～
一
九
コ
マ
。

（
15
）『
市
中
』、
五
～
七
コ
マ
。
十
二
月
二
日
に
天
保
か
ら
弘
化
へ
改
元
し
て
い
る
。

（
16
）『
市
中
』、
八
コ
マ
。

（
17
）
㋑
～
㋩
の
上
申
に
対
す
る
老
中
の
返
答
の
有
無
に
つ
い
て
は
、
こ
の
史
料
か
ら
は
判

断
で
き
な
い
。

（
18
）『
市
中
』、
二
〇
コ
マ
。
牧
野
の
返
答
と
中
田
の
申
渡
し
の
日
付
は
、
そ
れ
ぞ
れ
史
料

の
頭
に
あ
る
朱
書
「
酉
正
月
廿
日
挨
拶
下
札
来
ル
」
と
「
酉
正
月
廿
三
日
於
吟
味
所
中

田
新
太
郎
申
渡
」
よ
り
比
定
し
た
。

（
19
）『
市
中
』、
二
一
・
二
二
コ
マ
。

（
20
）「
市
中
取
締
筋
其
外
町
奉
行
上
申
」（
東
京
都
編
『
東
京
市
史
稿
』
産
業
篇
、
第
五
八
、

東
京
都
、
二
〇
一
七
年
）、
五
九
九
～
六
二
四
頁
。

（
21
）
女
髪
結
は
女
性
の
髪
を
結
う
こ
と
を
生
業
と
し
た
者
を
指
し
、
隠
売
女
は
江
戸
新
吉

原
な
ど
公
許
の
遊
廓
に
お
け
る
遊
女
と
は
異
な
り
、
非
公
認
の
場
所
で
違
法
な
労
働
に

従
事
し
た
女
性
を
指
す
。

（
22
）
前
掲
注
（
３
）
曽
根
ひ
ろ
み
論
文
。

（
23
）［
Ａ
］
の
（
中
略
）
部
分
か
ら
引
用
し
た
。

（
24
）
近
世
史
料
研
究
会
編
『
江
戸
町
触
集
成
』
第
十
四
巻
（
塙
書
房
、
二
〇
〇
〇
年
）、

一
三
五
五
四
号
。

（
25
）「
新
吉
原
町
遊
女
屋
永
続
方
対
策
上
申
」（
東
京
都
編
『
東
京
市
史
稿
』
産
業
篇
、
第

五
八
、
東
京
都
、
二
〇
一
七
年
）、
六
九
六
～
七
〇
二
頁
。

（
26
）
天
保
十
三
年
三
月
に
実
施
さ
れ
た
江
戸
市
中
の
岡
場
所
一
掃
を
指
す
。

（
27
）
№
61

－

ａ
・
ｂ
の
原
文
は
、
次
の
通
り
で
あ
る
。

［
№
61

－

ａ
］

一　

�

吉
原
町
質
屋
共
儀
者
、
遊
女
共
ゟ
衣
類
等
質
物
ニ
取
候
処
、
女
子
供
之
対
談
ニ
付
不
束
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之
仕
方
等
も
有
之
哉
、
其
上
其
品
貸
置
損
料
取
立
候
ニ
付
、
自
然
与
外
色
品
代
金
之
方

滞
多
、
身
分
片
付
之
節
等
難
儀
致
し
差
支
候
も
有
之
候
由
、
以
来
相
互
ニ
不
法
之
儀
無

之
様
正
路
ニ
可
致
候
事

　
　

�
附
外
商
人
ニ
而
内
々
質
物
取
候
も
有
之
、
右
者
質
屋
共
ゟ
損
料
ニ
而
借
受
候
品
を
内
々
質

ニ
取
候
族
も
有
之
哉
之
趣
、
甚
不
埒
ニ
候
間
、
以
来
質
屋
仲
ケ
間
入
不
致
、
質
物
取
引
致

候
も
の
有
之
候
ハ
ゝ
、
名
主
江
申
立
、
糺
之
上
右
質
物
無
代
ニ
而
為
差
返
可
申
候
事

［
№
61

－

ｂ
］

一　

�

吉
原
町
質
屋
共
儀
者
、
遊
女
共
ゟ
衣
類
等
質
物
ニ
取
候
処
、
女
子
共
之
対
談
ニ
付
不
束

之
仕
方
等
も
有
之
哉
、
其
上
其
品
損
料
ニ
而
貸
置
損
料
取
定
候
ニ
付
、
自
然
与
外
色
品

代
金
之
方
滞
多
、
身
分
片
付
候
節
等
難
儀
い
た
し
差
支
候
も
有
之
候
由
、
以
来
相
互
ニ

不
法
之
儀
無
之
様
正
路
ニ
可
致
事

　
　

�

附
外
商
人
ニ
而
内
々
質
物
取
候
も
有
之
、
右
者
質
屋
共
ゟ
損
料
ニ
而
借
受
候
品
を
内
々

質
ニ
取
候
族
も
有
之
哉
之
趣
、
甚
不
埒
ニ
付
、
以
来
素
人
ニ
而
質
物
取
引
致
候
者
有
之

候
ハ
ゝ
、
急
度
申
立
取
調
之
上
、
右
質
物
無
代
ニ
而
為
差
返
可
申
、
勿
論
遊
女
禿
ゟ
直

ニ
質
物
取
候
儀
者
堅
致
間
敷
事

（
28
）
前
掲
注
（
４
）
塚
田
孝
著
書
。

（
29
）
坂
本
忠
久
『
天
保
改
革
の
法
と
政
策
』（
創
文
社
、
一
九
九
七
年
）。

（
30
）
藤
田
覚
『
天
保
の
改
革
』（
吉
川
弘
文
館
、
一
九
八
九
年
）、
一
三
二
・
一
三
三
頁
。

（
31
）「
弘
化
規
定
」
に
関
す
る
石
井
の
疑
問
は
、
史
料
末
尾
の
記
述
に
基
づ
い
た
も
の
で
あ

る
。
該
当
す
る
箇
所
を
掲
示
す
る
。
な
お
、
傍
線
部
は
、
筆
者
が
原
本
を
確
認
し
た
う

え
で
、
石
井
の
翻
刻
か
ら
漏
れ
て
い
た
箇
所
を
補
っ
た
も
の
で
あ
る
。

　
　

�

右
条
々
前
々
ゟ
之
規
定
猶
又
改
正
候
ニ
付
、
永
久
堅
相
守
可
申
候
、
為
後
日
連
印
致
置

候
処
、
仍
如
件

　
　
　
　
　
　

弘
化
二
巳
年
正
月

　
　

新
規
定
証
文

　
　
　

�

南
鳥
居
甲
斐
守
様
御
勤
役
中
、
一
旦
伺
済
、
其
後
此
規
定
ハ
不
及
沙
汰
、
先
前
よ
り

有
之
候
寛
政
規
定
証
文
之
通
可
相
守
旨
被
仰
渡
、
右
見
出
し
候
間
、
後
来
見
合
之
た

め
付
与
焉
、

　
　
　
　

巳
四
月

�

竹
島
春
行

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

省
三
殿

　
　

右
十
九
日
入
口
被
申
候　

　

こ
れ
に
つ
い
て
、
石
井
は
、「
こ
の
規
定
証
文
は
弘
化
二
年
正
月
に
で
き
、
南
町
奉
行
鳥

居
甲
斐
守
勤
役
中
承
認
さ
れ
て
施
行
さ
れ
た
が
、
そ
の
後
こ
の
規
定
証
文
は
用
い
ら
れ

ず
、
寛
政
七
年
の
規
定
証
文
が
用
い
ら
れ
た
」
と
解
釈
し
た
。
そ
の
う
え
で
、
弘
化
元

年
（
一
八
四
四
）
九
月
に
町
奉
行
を
辞
職
し
た
鳥
居
が
「
弘
化
規
定
」
を
認
可
す
る
は

ず
が
な
く
、「
こ
の
後
書
は
信
用
し
え
な
い
」
と
評
価
し
た
の
で
あ
る
。

　

し
か
し
、
こ
の
史
料
は
、
弘
化
二
年
か
ら
見
て
過
去
の
話
を
し
て
い
る
た
め
、
鳥
居
が

町
奉
行
を
務
め
て
い
た
時
期
に
「
弘
化
規
定
」
の
伺
い
が
あ
っ
た
が
、認
可
さ
れ
な
か
っ

た
と
解
釈
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
本
稿
の
分
析
か
ら
も
、
鳥
居
が
「
弘
化
規
定
」
の
案
文

を
受
付
け
た
一
方
で
、
承
認
・
施
行
に
は
関
与
し
て
い
な
い
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。

（
32
）
髙
木
ま
ど
か
は
、同
『
近
世
の
遊
廓
と
客
―
遊
女
評
判
記
に
み
る
作
法
と
慣
習
―
』（
吉

川
弘
文
館
、
二
〇
二
〇
年
）
六
三
頁
に
お
い
て
、「
嘉
永
規
定
」
は
町
奉
行
所
の
認
可
を

受
け
な
か
っ
た
が
、実
際
に
は
効
力
を
有
し
て
い
た
と
指
摘
し
た
。
し
か
し
、髙
木
が「
嘉

永
規
定
」
に
「
効
力
は
あ
っ
た
」
と
述
べ
る
根
拠
が
示
さ
れ
て
い
な
い
。
新
吉
原
が
、

同
所
の
秩
序
を
維
持
す
る
た
め
に
幕
府
の
権
威
を
必
要
と
し
て
い
た
な
ら
ば
、
幕
府
の

認
可
を
受
け
な
か
っ
た
「
嘉
永
規
定
」
も
ま
た
、
新
吉
原
が
望
む
よ
う
な
効
力
は
有
し

て
い
な
か
っ
た
と
い
え
よ
う
。

（
33
）
前
掲
注
（
５
）
曽
根
ひ
ろ
み
論
文
。
新
島
原
遊
廓
は
、
慶
應
四
年
（
一
八
六
八
）
八

月
に
築
地
の
居
留
地
に
設
立
さ
れ
た
。
実
質
的
な
営
業
期
間
は
二
年
ほ
ど
で
、
明
治
四

年
五
月
に
は
廃
絶
の
方
針
が
確
定
す
る
。

［
査
読
を
含
む
審
査
を
経
て
、
二
〇
二
三
年
九
月
十
二
日
掲
載
決
定
］

（
一
橋
大
学
大
学
院
社
会
学
研
究
科
博
士
後
期
課
程
）
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